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【地理歴史分科会】

研究主題

基礎 ・基本の習得を通 して問題意識 を深め、 自ら課題 を追究 し、解決 ・行 動できる資質 を育

成す る授業展開の工夫

1研 究主題設定の理 由

今 日、わた したちは、マスメデ ィアやイ ンターネ ッ トの発達な どによ り多種多様な情報 を、

大量 に、そ して瞬時に取 り出す ことが可能 になった。 しか し、その一方で、誤った情報 に基

づいて価値観 を形成 した り、氾濫す る情報か ら混乱 を生 じ、事実を見誤 って しまった りす る

おそれ も生 じて いる。

こうした問題 は、実際の生徒の様子 にもみ られる。マスコミか ら聞きか じった断片的 な情

報 によ って誤 った認識 のまま物事 を分 かったつ もりになっている生徒や 、 「博識」で はある

が、問題 の原因や深刻さ、それ らが 自分の生活 にどのように関わっているか を考 察す るまで

には及ばな い生徒がい るなど、情報 を持て余 した り、情報 に振 り回された りといった現実が

生徒たちのなか にも存在する。

この ような事態 を打開するためには、膨大 な情報のなかか ら適切に物事 を判断 した り、多

様な事象の関連性や 問題点について、 自ら考 え、解決 してい こうとする力を生徒 に育成する

必要があろう。

授業 にお いて、 まず重視 した いのは、生徒が基礎的 ・基本的な知識 を正確 に習得す ること

である。諸事象 を成 り立たせる根本的な知識 を理解す ることな しに、学習 を深める ことは不

可能で あるか らである。 同時に、誤 った固定観念 をもつ生徒に対 し、正 しい知識や認識 を教

えた り、発見 させた りすることを通 して、問題意識 を深め させることも重要である。

また、文献資料 ・統計 ・地図な どを用 いた作業的 ・体験的な学習 を通 じて、公正 な判断 力

や諸事象 を考察す る基本的な視点や方法を身に付 けさせ、学習成果 を発表 させる ことな どを

通 して生徒の主体性 を伸 ばし、多様な課 題 を自ら追究 し、解 決 しようとする 自覚や資質 を養

う指導 も必要である と考 える。

こうした観点か ら、本分科会では、基礎 ・基本 の習得 を土台に、生徒が主体的に課題 を追

究 し、問題 を解決 してい く資質を育成す る授業づ くりをテーマ として、 「地理」 と 「歴史」、

それぞれの立場で研究 に取 り組んだ。

u研 究の経過

(1)歴 史分野く世界史グル ープ ・日本史 グループ〉

主体的な学習による問題解決能力の育成には、まずていね いな基礎 ・基本 の学習を行 い、

生徒 のもつ断片的な知識や情報 を整理 ・補完 する ことが必要である。そ して、 これ によっ

て得 られた正確 な知識 をもとに、生徒が 自ら多 面的 に課題 を追究 し、問題 を解 決 していく

力を養 う、 とい う授業展開が適 切 と思われ る。さ らに、「教員誰 もが実践で きる授業展 開

の工夫」 を試みた。

世界史 グループは、「中華的世界の崩壊」を主題 に、3時 間構成の指導計画を設定 し、展
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開例 は 「アヘ ン戦争」を取 り上げた。その理由はアヘ ン戦争は中学校で学習済 みで あるが、

その原因 を深 く探 ることで グローバルかつ複 合的(多 角的)な 視点 をもつ ことができる こ

とである。

共通の ワークシー トを作成 し、今回の研 究員がそれぞれの高校で、以下の手順 で授業展

開す ることとした。

・ 第1時 限 目に基礎的な知識 を習得 させなが ら、生徒 に対 して 「なぜ?」 「なぜ?」 と

いくつかの問いかけ(設 問)を す る。

・ 設問に対 して出 された意見 をもとに、第2時 限 目まで に生徒 自らが宿題(課 題)に つ

いて考 え、答え を追究 して くるよ うに指示す る。

・ 第2時 限 目に、生徒が導き出 した解答 を発表 させ、発表内容 について、教 員が批評 ・

補足す る。

日本史 グルー プは、 「文治政治の展 開」 を主題 に、 「元禄 ・正徳期の貨 幣改鋳」 を取 り上

げ、3時 間構成の指導計画 を設定 した。3代 将軍徳川家光か ら4代 将軍家綱 への政権交代は、

一般 的に、武断政治か ら文治政治への転換期 として位置づ けられて いる。元禄期 は、都市

の発達 に ともな って町人たちの経済活動がさかんにな り、新興商人が台頭 して くるな ど、

時代 の大 きな転換点 として も着 目されている。また、元禄期の幕府財政は、鉱 山収入 の激

減 と支 出増加 によってその悪化が深刻 な問題 とな っていた。 このため、江戸幕府 は元禄 ・

正徳期 にいずれ も貨幣改鋳 を行 い、経済 の建て直 しを図るが、かえって経済の混乱 を深め

る ことにな った。 こうした時期の経済 を扱 う ことは、今後 の学習活動にお いて有効である

と考 え られ る。そ こで特 に 「元禄 ・正徳期 の貨幣改鋳」に焦点 を当て、幕府の経済政策の

転換点 と しての意 味 について、生徒の理解 を深め させ 、またワー クシー トを工夫す ること

によって、生徒 が主体的に学習できるよ う配慮 した。

(2)地 理分野く地理グループ〉

世界各地 に生起 している地球的課題 には、地域 ・国境を越 えて取 り組むべ き問題が数多

く存在す る。国際社会 に主体的 に生きる 日本人 としての 自覚 と資質を養 う上で、現代世界

が取 り組む諸課題 を生徒一人一人が 自らの課題 として学習す ることは、非常 に重要である。

特 に、 「環境問題」 は、マス コミで もたびたび取 り上 げられてお り、生徒 に とって身近

な問題である と同時 に、早急な解決が求め られる問題で あるといえる。 また、諸地域 の地

域性 や国際社会 の結びつ きを多面的 に学習するために有効であ り、別項で述べ るよ うに、

研究 主題 のね らいにも合致する という判断か ら、本 グルー プは 「環境問題」を題材に研究

に取 り組む こととした。

今回 の授業研究 では、さまざまな環境問題 を細切れ の知識や エピソー ドとして扱 うので

はな く、取 り上げる地域 をある程度絞 る ことに した。そ うす る ことで、 「環境 問題」 を切

り口に、問題の背景にあ る 「南北問題」や 「大量消費社会」の在 り方な どにも学習を広 げ、

広 い視野か ら地理的認識を深 め、基礎 ・基本 を習得 し、地理的な見方 ・考 え方 を身に付 け

させ たいと考えた。 また、生徒の興 味 ・関心 をひ く実物教材や視聴覚教材 、ワー クシー ト

を導入す るとともに、問題 の解決 について生徒が考 察 した り発表 した りす る機会 を設定す

るな ど、授業展開に多様な工夫を試みた。
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ui展 開

く世界史グル ープ〉

中華的世界の崩壊

1研 究内容 と方法

本 グルー プでは、「中華的世界 の崩壊」をテー マに、3時 間の単元学習 を設定 した。第1時 限

では、「アヘ ン戦争」を扱い、伝統的な中華世界に"西 洋の圧迫"が どのよ うな形で迫 ってきた

かを考察 させる。第2時 限では、 「太平天国 とア ロー戦争」を扱 い、 アヘ ン戦争後 の中国社会の

混乱 を理解 させ 、中国 にお ける近代化運動 の必要性 につ いて考察 させ る。第3時 限では、 「洋

務運動 と日清戦争」を扱い、中国の近代 化運動 の性格 と限界を理解 させ るとともに、 日清戦争

の敗北 による中国を中心 とした伝 統的な東アジアの国際体 制の崩壊 を考察 させる。全3時 間の

学習 を通 し、生徒 に「基礎 ・基本の習得」を徹底 させる とともに、課題 の考察 ・学習成果の発表を

行 うことで、生徒が主体的 に参加す る授業づ くりをめざ した。 さ らに、本グルー プで は、3人

の授業者が共通の ワークシー トを使用 し、それぞれの学校 で実施 した授業の成果 を持 ち寄 り、

比較 ・検 討す る方 法を とったが、本報告書 には第1時 及びそ の発表 を行 う第2時 につ いての指

導案 を掲載 した。なお 、本グルー プの単元学習 は、新 学習指導要領の 「世界史A」 の 「(2)一 体

化す る世界」の 「エ アジア諸国の変貌 と 日本」、また は「世界史B」 の 「(4)諸 地域世界の結

合 と変容」の 「工 世界市場 の形成 とア ジア諸国」に位置づ けて実施する。

2授 業研究

(1)指 導 計画

学習項目 具体的な学習内容 ・学習活動 留意点

第 アヘ ン戦争 ・18世 紀後 半 までのイ ギ リス と中国 と イギ リス側 の一方的な

の貿易構造 について考察す る。 赤字であった対中国貿易

1 ・18世 紀 後 半 以 降 の イ ギ リス ・イ ン ド・ を、イギ リスは どのよ う

中国の三角貿易 について考察する。 に転換 していったのか、

時 ・アヘ ン流入に対 する中国側の対応 につ 産業革命 との関連の中で

いて考 察す る。 考察させ る。

第 太 平天国 とアロー ・南京条約の内容 を確認 し、その影響 を 太平天国運動のさなか

戦争 考 察する。 に、ア ロー戦争が勃発 し

2 ・太平天国運動の経緯 と運動の民族主義 た こ と を確 認 させ 、1850

的な性格を考察する。 年代後半の中国社会の状

時 ・ア ロー 戦争 の経緯 と北京条約の内容 を 況 を理解 させ る。

確 認す る。

第 洋務運動と日清戦 ・日本 の明治維新 との比較 を通 して、洋 明治維新と洋務運動の

争 務運動の性格を考察する。 ちが いを明確 にし、 日清

3 ・朝鮮半島 をめ ぐる 日本 と中国との対 立 戦争の敗北が洋務運動の

の経緯 を確認す る。 限界 を露呈 した ことを理

時 ・下 関条約の内容 を確認 し、東 アジア に 解 させ、今後の学習 につ

お ける中国の立場の変化 を考察する。 な げ る。
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3指 導案

第1時 アヘン戦争

(1)本 時のね らい

本時 は、次時の発表授業の前段階 として、アヘ ン戦争の基礎 ・基本をしっか りと学ぶ ことと

した い。アヘ ン戦争 について は中学 において学習 をしているので、ある程度の知識が生徒 にも

あると考え られ る。今回は、アヘン戦争の原 因に時間 をかけて授業展開す ることで、世界史的

な広が りの中でアヘン戦争を捉 え られ るよ うに して いく。

また、設問 を設ける ことで、資料か ら何 を読み とって いった らよいのか、ポイン トを明確 に

し、生徒が主体的に考 えるヒン トとした い。

アヘ ン戦争の結果(南 京 条約),清 が敗 北 した理 由,日 本へ の影響 につ いて は、次時の授業

まで に生徒が調べ、発表す ることとする。

以上を通 して、今回の研究主題である、主体的 に自ら課題 を追求 し、解決 し、行動で きる資

質 を育成する。

(2)本 時の展 開(ワ ーク シー トは8～11ペ ー ジに掲載)

学 習 項 目 学 習 活 動 指導上の留意点

○ イ ギ リス と中 ○設 問1『 なぜイ ギ リスは 中国 か ら大 量の紅 ○ もの教材 として紅

導 国 との関係 に 茶 を輸 入 して いた のか。』 イギ リス の産業 茶 を提 示 し、本 時

つ いて 革命 時の労働者 につ いて復習す るなかで 、 の授業への興味を

入 労働 者の飲料 とな った こと、健康 な労働者 持たせる。

を手に入れたい資本家の利益 にもかなうも

のであ った ことを確認する。

○ イ ギ リス と中 ○設問2r18世 紀後半 までの貿 易構造の特 徴 018世 紀後半か ら

国の貿易構造 につ いて片貿易 の図の()に 適語 を 19世 紀 半ばまでの

展 入 れ な さい。』そ の際 、以下 の ことにつ い イギ リス と中国 の

て確 認す る。 貿易 を示す資料 と

①イギリスは茶を輸入するために支払いを銀 して 『乾 隆帝 の ジ

で行 っ て い た こと。 ヨー ジ3世 に宛て

開 ②イギリスは銀ではなく綿織物 を中国に輸出 た手紙』 を提示す

す るとい う貿 易関係 をもちたか った こと。 る 。

○設問3『 設問2の 貿易構造を転換するため 〇三角貿易の図の(

にイギ リスは どうした らよいか』 )に 適語 を入 れ

○設問4『 実際の貿易構造は次のように変化 な が ら、① を考 え

した。()に 適 語 を入 れ な さ い。』 させ る。

① イ ン ド産 アヘ ンを中国 に密輸す る ことで、 ② については適度に

三角貿易体制を築き、対中国貿易赤字(イ 助言を与 える。

ギ リスか らの銀流出)を くいとめる。

② 公行 を廃 止 させ 、中国が門戸 を開放 し、イ
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ギ リス製品 をもっ と輸入 させ る状況 をつ く

る、な どの解答 を導 き出す。

○ アヘ ン流 入 に ○ 設問5『 アヘ ンの流入 によって中国の社会 ○ アヘ ン窟 の絵 画、

よ って 引 き起 ・経済 はどのよ うに変わって いったか』
アヘ ンの 害悪 の資

こされ る中 国 ①社会への影響はアヘン窟の絵を見なが ら考 料 を提示する。

の問題 え る 。

②銀の流出が中国の民衆を苦 しめることにな ○地丁銀 という税制

った理 由を考える。 につ いて説明する。

① 、② の学 習 を進 めなが ら、あわせて設 問

6の グラフを作成す る。

○アヘン対策 ○ 設問7『 あなたが 、清 の皇帝 であ った らど ○林則徐 の通達の資

の よ うに対応す るか 。』資 料 を見 な が ら、 料 と 「厳禁政策修

対応策 について、考察 し、発表す る。 正 の 上奏 」の両 方

を提示 し、歴史 的

事 実 と して、 アへ

ン厳禁論者 の林則

徐が登用 されたこ

とを説明す る。

○アヘン戦争 ○設問8『 その際 、イ ギ リスはアヘ ンを理 由 ○ グ ラ ッ ドス トンの

に戦争 を起 こす こ とを どのよ うに考 えた と 演説の資料を提示

思 います か』 当時 のイギ リスの開戦 手続 き す る。

を説明 し、下院での審議の結果わずか9票 ○アヘ ン戦争の経過

差で 開戦決議がなされた ことを説明す る。 を説明す る。

ま 調べ学習 以下 の3点 につ いて調べ 、次 回の授業 で発 表

する ことを伝える。

と ○南京条約 ○南京条約 ・虎門案追加条約の内容について

調べ る。

め ○清朝の敗北の ○ どのような点が問題で清朝 は負 けた のか。 ○ 問題点 ・解 決 策 に

原因 敗 戦後、 どのよ うな ことを改 善 しな けれ ば つ いて列挙 し、記

な らな い の か。 入 して くる ことを

確認す る。

○ ア ヘ ン戦 争 の ○ 『日本 はアヘ ン戦争 につ いて どのよ うに情 ○ 日本史 の問題 と し

日本へ の影響 報を得ていたか』r江 戸幕府は対外政策を て は 、 ど の よ う に

変 更 したか』 アヘ ン戦争が 日本 に与えた影 考 え る こ とが で き

響 につ いて考 察す ることで、 身近な問題 と るか 、考 え させ る。

して考 え る 。
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(3)評 価 の観点

・ワー クシー トをしっか り記入 して いるか
。

・資料か らしっか りと解答 を導き出す ことができたか
。

第2時 ア ロー戦争 と太平天国

(1)本 時のね らい

前時 の授業 を うけて、発表授業 をお こな う

天国』 について基礎 ・基本 的な事項 を学ぶ。

(2)本 時 の展開

さ らに、 これ を導 入 と し、rア ロー 戦 争 と太 平

学 習 項 目 学 習 活 動 指導上の留意点

導 ○前時の復習 ○ アヘ ン戦争 の結果、清が敗 れて

南京条約が締結された ことを確

入 認 す る。

○発表授業 ○前 回提示 した宿題 を発表す る。 ○発表 予定者、 グループの リサ

一 チ ペー パ ー を提 出 させ る
。

○発表予定者の リサーチペーパ

一 を 印刷 して お く
。

○疑問点につなげられるようポ

イ ン トを押 さえつつ、簡潔 に

展 説明する。

○太平天国につい ○説 明を聞 きなが らワー ク シー ト ○本 日の ワークシー トを配布

て に記入す る。 ○発表 をうけて、授業につな げ

開 て い く 。

○ アロー戦争にっ ○ 説明 を聞 きな が らワー クシー ト ○太平天国の時に列強は何をし

いて に記入する。 て い た のか 、 考 え させ る。

列強はアロー戦争による勝利

の後、対清朝 について、対太

平天国に対 して、 どのよ うな

対応 をす るか、それぞれ考 え

させ る。

ま ○太平天国 ・アロ ○列強 は ア ロー戦争後 、 どのよ う ○第3時 の授業 につな げてい く

と 一戦争の影 響 な 内容の条約 を結んだ か、その ために列強と清朝の立場を整

め 内容 を確認す る。 理 して説 明す る。

(3)評 価 の観 点

・リサ ー チ ペー パ ー を作 成 ,提 出 した か 。

・発 表 をわ か りや す く行 う ことが で きた か
。

・本 時 の ワー ク シー トを しっか り記 入 して い るか
。
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〈世界史 ワークシー ト〉

アヘ ン戦争
年 組 番 氏名

1ア ヘン戦争の背景

設問1rな ぜイギ リス は中国か ら大量の紅茶を輸入 していたのか。』

設問2r下 記の図を見て、18世 紀後半までの貿易構造の特徴 について、(

物産 を入れ なさい。〈資料1>を 参考 にす ること。』

中国(清)

)に 入 る

茶 ・絹 ・陶磁器

公行

<資 料1>乾 隆帝 のイギ リス国王に対す る勅諭1793年9月23日

天朝の物産 は豊かで無 いものはな く、もともと外国産の ものに頼って有無 を通ずる必要 は

な い。ただ天朝 に産す る茶,磁 器,生 糸 は西洋各国お よび汝の国の必需品であるか ら、恩憧

を加え、マカオ に洋行 を開設 して 日用 品を資助 し、天朝の余沢に うるお うことを認めて いる

のである。にもかかわ らず今、 の国の 節(ジ ョー ジ ・マカー トニー)が1に る こ

設問3『 上記の貿易構造 はイギ リスに とって好 ま しいものではなかった。イギ リスは この貿

易構造 を転換す るため には どうした らよいで しょうか。その際、上記く資料1>の 波線

や設問2の 図にあった 『公行』 について も注 目 し、答える こと。』

設問4『 実際の貿易構造 は次 のように変化 した。( )に 適 語 を 入れ な さ い。』
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イギ リス 中国(清)

茶 、絹 、陶磁 器

唾 コ ァヘン

設問5『 アヘ ンの流入 によって 中国の社会 ・経済は どのように変わると思い ます か』

設問6

年 銀 の流入量(万 銀 両) アヘンの輸入量(箱)

1820 15 42

1821 60

1822 一250

1823 90

1824 一53 124

1825 94

1826 一356

1828 一486

1830 一504 200

1832 一375

1833 一964

1834 220

250

zoo

150

箱

100

50

0

『次 の表 を使って、清朝へ の銀の流入量を折れ線グラフの形で書 き加 えな さい。』

100箱=6000kg

清朝の銀の流入量とアヘンの輸入量

年

182018211822182318241825182618281830183218331834
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設 問7rあ な たが 、 清 の 皇帝 で あ った ら、

に しな さ い。』

どのように対応 しますか。〈資料3,4>を 参考

<資 料3>許 乃済 「アヘ ン厳禁政策の修正に関す る上奏」1836年6月10日

結局の ところアヘ ンの吸飲者 は怠惰で志 もな い、問題 にな らな い連 中で あ り、 また老齢

にな って嗜む者 もあるが、それが人の寿命 を縮 めて いるとは いえない。国内の人口は 日に日

に増加 してお り、そ の減少の恐れは断 じてないが、しか し年 々中国の富が失われ るのは、早

急 に徹底 した対策 をたて る必要がある。現在、対外交易 を断絶する ことは不可能で あ り、禁

令 は実効がな い。可能な方策 は旧例 に照 らして、アヘ ンを薬剤 として扱 って外 国商人 に税金

を納め させ、海関を通 って行商 に渡った のちは、銀での取引 を禁 じて物 々交換 のみ を許す こ

とである。外国商人の納税額 も、従来の賄賂 よ りは軽 くす むか ら、彼 らも喜んで従 うだろ う。

r黄 爵滋奏疏許乃済奏議合刊 』,中 華書局,1959年

〈資料4>林 則徐 「各国の商人 にアヘ ンの提出を命ず る諭」1839年3月18日

今回、本欽差大臣(林 則徐)は 都 にて皇帝陛下の御命令 を面奉 し(カ ン トン)に 派遣 され

のであるか ら、法令は必ず実行す るつ もりで ある。かつ、す でに欽差大臣の官印 を帯 びて い

るか ら、 自分の裁量で事 にあたることができ、一般事件 の取 り調べ とはわけが違 うことを覚

悟せよ。 もし、アヘ ンの禁絶が遅れれば、それだ け本大 臣のカ ン トン滞在 ものびる ことにな

るぞ。誓 って本大 臣はアヘ ンの禁絶 と終始取 り組み、途 中でや めるつ もりはさ らさらない。

ま してや、中国国内の民情 は といえば、皆な(ア ヘ ンの害毒 に)義 憤を感 じて いるではない

か。 『林則徐集 ・公積』

☆道光帝の とった政策:ア ヘ ン禁止

アヘ ン厳禁論者の()を 特命全権大使 として広州 に派遣 し、

反発 したイギ リス商人か らアヘ ンを没収する。

Hア ヘン戦争と南京条約

設問8rイ ギ リスは アヘ ンを理 由に戦争す る ことをどのよ うに考 えた と思 いますか。』
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<資 料5>若 き 日のグラッ ドス トンの演説 … 後イギ リス自由党党首

大英帝国の国旗 は、今や 、かの醜悪 なアヘン貿 易を保護す るため に掲げ られ る ことにな

った。国旗 の名誉は汚された。

〈 リサ ー チ ペ ーパ ー 〉

宿 題

○南京条約の内容 につ いて調べ、次 回の授業の際に発表す る。

追加条約 につ いても同様 に調べなさい。 さらに、アメリカ ・フランスとは どうだ ったのか。

○ どのよ うな点 が問題 で清朝 は負 けたのか。 敗戦後、

ないのか。問題点 ・改善策 を列挙す る こと。

どのよ うな ことを改善 しな けれ ば成 ら

○ 日本 はアヘ ン戦争 について どのように情報を得て いたか。

江戸幕府は対外政策を変更 したか。

★下記 の参考文献 中よ り資料 として掲載 しました

資料1、2、3、4は

小島晋治 ・並木頼寿 『近代中国研究案内』

資料5は 綿 引弘r世 界の歴史 がわかる本』

岩波書店

三笠書房
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4分 析と考察

(1)A高 校 の場合

A校 は大学進学 を希望す る生徒が ほ とん どで ある。2学 年 の 「世界史B(3単 位)」 必修 の

授業で、担当す る4ク ラスで行 った。通常の授業形態は、教科書に沿 って作成 した書き込み式

プリン トを配布 し、説 明をしなが ら一緒 に世界史重要用語な どを記入 し、要所要所で生徒 に問

いかけをし、意見 を出 して も らい、そのポイ ン トを板書 しなが ら講義 を進めていく形式で、基

本的に宿題は出さない。

指導案 に基づき、第1時 間 目に今回の共通 ワークシー トで 「アヘ ン戦争」の授 業を行 った。

この授業で は、通常 よ り設 問の数が多かったので、問いか けに対 し生徒か ら出た意見やそ のま

とめ を教員が 口頭で説 明 し、板書す る時間がなかった。生徒各 人がそれぞれ ワーク シー トにメ

モをと り、帰宅後、その内容 を自分でま とめ、他の資料 な ども利用 しなが ら宿題 として出 した

課題 に対す る答 えを導き出す という形 となった。また、時 間割 の都合上、宿題 を発表す る第2

時間 目は翌 日にな り、生徒 としては時間的に余裕がない状況で発表す ることにな った。次 に生

徒の感想 をい くつか紹介する。

・面白い。調べるのは大変だけ ど、皆 の考えを聞けた り、ただたんたんとノー トを書 いて線 を

引いてやってい くよ り、裏まで見 えて来る感 じ。今 まで よ り深 く知 ることがで きそ う。

・今回、初めて こういう形 の授業をや ってみて、正直 、自分 にとっては難 しくて、戸惑 いまし

た。 「歴史 って深 いな一 。」 と改 めて思わ された感 じです。で も、ただ先生に 「これ これ こ

うだか らこうな った。」 と教 えて も らうよ り自分で 「どうして こうな って、今 につながって

いるのか。」 というふ うに考え る方が 自分のため にな ると思 いま した。や っぱ り自分でいろ

いろ考えれ ば考えた分、身につ いて いくような気が します 。私 は考える ことはあま り好 きな

方 ではない し、苦手だけ ど、す ごく大切な ことだ と思 います 。だか ら、今回 こうい う機会 を

与え られてよか ったです。

・一部の人はちゃん とシッカ リ調べて いたのです ごいな あ一 と思 いま した!で も私は、や っぱ

りいつ もみたいな授業のほ うがわか りやす くて いいと思 いま した。みんなの考 えた ことが聞

けるので、 これ はこれで楽 しか ったです。

・深い理解が得 られ るので良い とは思 うけれ ど、世界史 を好 きな人でな ければす ごく大変だ と

思 う。なるべ くや って欲 しくないです。

・自分 で調べた り、自分の考 えを書 くのは とて も大変で時間がかかった。1日 で提 出す るのは

時間が足 りない。長期の休みの時な らいいけど … 。

以上のよ うな生徒 の感想か ら、自分で調べた り考えた りする とよ り理解が深 まるという点で、

多 くの生徒が今回の授業形式 も良か った と評価 している。実施 した教員 として も、今回の方法

を4月 最初の授業か ら世界史授業のス タイル として行 えば、徐 々に生徒 も慣れて、今 回の研究

主題 である 『基礎 ・基本の習得 を通 して問題意識 を深 め、 自 ら課題 を追究 し、解決 ・行動 でき

る資質 を育成する』ため に有効な方法で あると手応 えを感 じた。

注意点 としては、生徒が 自主学習 に慣れていないは じめ のうちは、授業 の中での設問は もう

少 し少なく、宿題(課 題)も 一つに したほうが取 り組 みやす く、宿題(課 題)を 発表 する第2

時間 目まで2、3日 の猶予が あるほ うが良いのではないか 、と思われる点 である。
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(2)B高 校 の場合

B校 はどち らか とい うと基本的な内容の理解に時間がかかる生徒が多い学校で ある。B校 で

は3年 生1ク ラスを対象に授業研究 を行 った。通常は黒板 を使 ったいわゆる講義方式 の授業 を

行 って いるクラスで、今回 の指導案 に基づ き授業 を行 った。授業 を行 ってみて 良いと感 じた点

は、授業中常 に質問され るので、生徒に緊張感があ り、作業を しないと次 に進 めな いので、集

中して授業に取 り組むようにな った ことである。一方改善すべき と感 じられた点 は、本校の生

徒 に対 しては別掲 のワークシー トでは作業が多 く、1時 間の中ですべて行わせるのは困難だ っ

た点である。 ワー クシー ト作成の際 にもう少 しシミュ レー ションを行 い、作業量の適正水準 を

考え るべきだった。ただ しこの点は、 日常的 にワークシー トを使って、書 くことが習慣化 され

れ ば適正水準 は変わって くると思われる。次 に、宿題 を課す という点だが、 これ も習慣化 して

いなか ったので、 きちんとや り遂 げたのは生徒の半数程度だ った。本校の事例 では、宿題 を課

してか ら次の発表の授業 まで1週 間の余裕があったので、途 中経過 を見せ にくるよ うにさせた

が、すべての生徒 に対応す る ことは時間的に難 しく、今 回のよ うにす ぐ次の授業 に発表が ある

場合 は、途中経過 を指導す る というのは困難だ と感 じた。 また、 グラフを記入させ るのはグラ

フを読み取 らせ るために行わせた のだが、本校の レベルで は、 グラフは正確 に記入で きるが、

そ こか ら何かを読み取る ことは難 しく、グ ラフか ら読み取 ることも発問を行って促 して いかな

いと困難だった。 しか しこれ も 日頃の積み重ね しだいだ と思われ る。

次 に、授業後 に行ったアンケー トか らい くつか代表的な意見 を見てみ よう。

①通常の講義形式の授業 と比べて どう感 じたか?

・た くさんの授業を受 けて きた けど、実 は何 も理解 をしていなかったの に気づ いた。

・最初宿題 にされた ときはやだな一 と思 ったけ ど、や ってみ ると案外面 白かった。

・調べるのはか まわな いが、資料ばか り見て授 業を受 けるのはやる気がそがれ る。

・先生にあて られた人だ けが授業 してるみたいだった。

② 今回のプ リン トの設 問につ いて どう思 ったか?

・自分の思 った こと ・考え を書 くところが、そ の物事 についてよ りよく理解で きた。

・普通 のプ リン トは記入す るだけだが
、このプ リン トは 自分 の考 えを聞いて くるか ら面 白い。

・自分 の思 っていることを書 くよ りも、教科書か ら抜き出 した りす るのが好 き。

・プ リン トは もう少 し説明の多いものが いい。 自分で書 くところ との割合が5:5で 。

ア ンケー トの結果では、肯定 的な意見 と否定的な意見 がほぼ半々で あ り、否定的な意見の中

でもプ リン トの構成(資 料 ばか り見 るのは?、 教科書か ら抜き出 して書 くところも必要では?)

につ いては否定 とい うよ りも改善点 として受 け入れ るべ きだ と考 える。「あて られた人だ けが

・・」 という点は、全体 を見渡 して授業者が常 に気 をつけるべ き ことであ り、 これ も改善点 と

いえるだろ う。まとめてみる と、細かな改善点は多々あるが 、生徒 を活 動させ、能動的に授業

に向かわせる という点で、今 回研究 した授業計画は意義が あるといえるのではないだろ うか。

(3)C高 校 の場合

C校 は、ほとん どの生徒が大学への進学を希望 して いる学校である。 また、C校 では大幅な

選択制 を取 り入れた教育課程が編成 されてお り、 「世界史」は2年 次での、 「世界史A(2単 位)」

と「世界史B(3単 位)」の必修選択 とな っている。本考察 は、 「世界史A」 における22人 ク ラス
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での授業研究 に基づ く報告 である。

通常、授業者は教科書 ・図説 ・書き込み式 のプ リン トを用 いて講義式 の授業 を行 い、本授業

研究のような発表形式 の授業 はほ とんど取 り入れて いな い。そのため、本授業研 究 に際 し、「自

分の考えを頭の中で まとめ、それを文章 にして表現 し、 さらにそれ を他の生徒 の前で発表 して

い く」という作業 に、生徒は当初戸惑 いを感 じ、 また、授業者 も生徒 に考え る時間 を どの くら

い与 えればよいのか を的確 につかむ ことができず 、当初の計画時間 を大幅 に上回って しまった。

以下、 ワー クシー トの設問に対する生徒の解答 の分析 を試みる。設問1に 対 して、生徒 の解

答は 「中国の茶が安 いか ら」、 「中国か ら輸入 して、他の ヨー ロッパ諸国に売るため」とい うもの

がほ とんどで、授業者が期待 した、産業革命時のイギ リスの労働者の状態 との関連 を指摘 した

解答 は1例 であった。世界史を同時代史的にとらえる視点がなかなか ともな っていかない例 で

あろ う。設問3に 対 しては、半数以上の生徒が、 「公行」がイギ リスの 自由貿易 を妨 げる もので

ある ことを指摘 し、そ の撤廃 を方法論 としてあ げた。また、 「中国に売 りつ ける ことができる

ものを探す」という解答 もあ った。基本的には、イギ リス ・中国間の貿 易構造 につ いては理解

されて いる とみる ことが できる。設問5に 対 しては、ほぼ全員が 「アヘ ン中毒者 が増 大 し、社

会的な混乱がお こる」 とい う解答 を出 して きたが、経済的な影響 につ いては、 「アヘ ン中毒が

労働者の間に も広 ま り、生産 力が落 ちる」とい う解答 が数例あ っただけで、中国の税制 との関

連 を指摘 できる生徒 はいなか った。 これは、 「世界史A」 では、明 ・清時代 の社会経済 をほとん

ど扱 ってお らず、仕方のない ことと考え られ る。設問6の 作 業は全ての生徒が こな して いたが、

この作業を通 して、授業者が何 を生徒 に問いかけたか ったのか、明確ではなかったような気が

す る。設問7に ついては、アヘ ン厳禁論 の立場 にたつ解答がほ とん どであった。 これ は、設問

5の 解答か ら予想 された結果で あるが、その方法 としては、 「イギ リス との貿易 をやめる」とい

う解答 と「アヘ ンを吸飲 している中国人に厳罰 を与える」とい う解答が半々であった。設問8に

対 しては、2/3の 生徒 は否定的な立場 にたち、1/3の 生徒が肯定的な立場 に立 った。否定 的な立

場 に立 った生徒の解答 は「アヘ ンとい う一種の麻薬のため に戦争 をす るのは非人道的で ある」

といった理 由が主であ り、肯定的な立場に立 った生徒 の解答 は 「イギ リスが 自由貿易 を実行す

るため には仕方な い」とい う理 由が多か った。宿題部分 につ いて は、 「南京 条約 ほかの内容」に

ついて は、おおむね生徒 はよ く調べてきていた。 「清朝の敗因 と改善点」については、 「軍事 力

の差」を指摘す る意見 が多 く、 「世界の情勢 をよ く見 る必要が ある」、 「諸外 国に学 び近代化 を

進める必要がある」 といった改善点 をほとん どの生徒があげていたが、授業者の予想 と異 なる

解答は出て こなかった。最後の 「日本 との関係」につ いては、無解答 のものが多 く、 「世界史A」

選択者に対 して、 「日本史」を意識 した授業の必要性 を感 じた。

(4)ま とめ

今 回の授業方法 は、通常の講 義形式の授業 と比べて、 自分 で考 え調べなければな らな い とい

う点 で、今回の研究主題 に沿った有意義な方法であ ると考 え られ る。改善点 としては、突発的

にこの方法 を行 って も生徒はす ぐには考える ことはで きないので、年間計画 の中に組み入れて、

最終 的に生徒が常 に考 え調べ る姿勢 を年間の中で身 につけ させ るよ うに した方が良い。 またワ

ーク シー トの形式や設 問の構成 を各学校 の実態や年間計画 に合わせて調整す る必要を感 じた。
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〈 日本史グループ〉

文治政治の展開

1研 究 内容 と方法

本 グループでは、文治政治 の展開 を主題 に以下の指導計画表の通 り3時 間構成で単元 学習

を設定 した。全3時 間の学習活動 を通 し、「基礎 ・基本の習得」 を徹底 させ るとともに、課

題 を設定 し、生徒に主体的に考察 させた り発表の場 を設けた りする ことによって、 自ら問題

を解 決 し行 動できる資質を育成す る ことを 目指 した。なお、新学習指導要領で は、 「日本史

B」 の 「(4)近世 の社会 ・文化 と国際関係」の 「イ 産業経済 の発展 と都 市や村 落の文化 」

に位置づ けて実 施す る。

本 グルー プでは第3時 において、生徒の関心 ・学校の実情等 を勘案 し、3校 でそれぞれ ワ

ー クシー トを作成 して授業研究(事 例A～C)を 行った。ワークシー トの作成 に当たっては、

貨幣改鋳 を主 として財政 ・物価 ・景気の動向を理解 させ、当時の為政者 の政策 を評価 させた。

A校 ・C校 で は、貨幣の質 に焦点を絞 って、経済へ の影響 を考察 させた。B校 では、当時の

社会情勢 にも目を向けさせ るよ う工夫 した。

2指 導計画

学 習 項 目 具体的な学習内容 ・学習活動 留 意 点

第 武断政治か ら文治 ・慶安事件 を題 材 とし、武断政治 の弊害 ・幕 政 の転換 が どの

政治への転換 につ いて考 える。 よ うな政 治的 ・社

1 ・武断政治から転換 した幕府の政策を理 会的条件のもとで

解 す る。 な され た か 、そ の

時 ・各藩 にお ける文教政策 を理解す る。 背景を明 らか にす

る 。

第 元 禄 ・正徳期 の政 ・綱 吉の将軍就任経緯 を確認する。 ・綱吉 の政策 にっい

策 ・綱 吉の政策 を、前半の天和の治 と柳沢 て 、 前 ・後 半 の 違

2 吉保登用後の後半に分けて理解する。 いを明確 にさせる。

・新井 白石登用の経緯 を確認する。

時 ・正徳 の治の概 要を理解す る。

第 元禄 ・正徳期 にお ・貨 幣制度、貨幣 と経済の関係を理解す ・グラフ等 の適切な

ける貨幣改鋳 る 。 資料 を提示 し、生

3 ・荻原重秀が財政難対策として行った貨 徒が主体的に問題

幣改鋳 について考 える。 解決学習に取 り組

時 ・新井 白石が前代 の批判の上で行 った貨 め る よ うにす る 。

幣改鋳 について考え る。

・元禄 ・正徳期 の政策の違いを確認 し、

その政策を評価す る。
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3授 業研 究(第3時 元禄 ・正徳期 における貨幣改鋳)

(1)授 業研 究事例A

ア 本時のね らい

文治政治の展開の中か ら 「元禄 ・正徳期 にお ける貨幣改鋳」 を取 り上 げ、 まず 当時の貨幣

制度、貨幣 と物価 ・景気 とのかかわ り、幕府の経済政策 につ いて 「基礎 ・基本 の習得」を図

る。次 に資料等 の読み とりによって、元禄期の荻原重秀 と正徳期の新井 白石の異な った政策

を主体的 に考察 ・評価 させ、歴史的思考 力を培 い、 自ら課題 を追求 し、解決 ・行動で きる資

質 を育成す る。

なお、貨 幣 と経済 の関係は近代史以降も頻繁 に扱われ、国際関係にも影響 を与えて きた重

要な問題なので、本時の学習が今後の学習 にも活か され るようにしていきたい。

イ 本時の展開

学 習 項 目 学 習 活 動 指導上の留意点

導 貨幣の種類 ・貨幣の種類 、性質等を確認す る。 ・実際 に貨幣 を提示

し、興 味 ・関心 を も

入 た せ る 。

貨幣と経済の関係 ・貨幣の質 と物価 の関係、貨 幣の発行量 ・例 外 も あ る こ とを

と景気の関係を確認す る。 指摘 してお く。

元禄期の貨幣改鋳 ・勘定吟味役荻原重秀の意見を取 り入れ ・作 業 を さ せ 、 小 判

て、貨幣改鋳を行 った ことを確認す る。 の質の変化 に着 目

展 させ る 。

・資料等 を読み とり、貨幣改鋳の内容 ・ ・机 間 指 導 を 行 い 、

荻原重秀のねらい ・改鋳の影響を考察 適度 に助言 を与え

してワー クシー トに記述 し、代表者が る 。

発表す る。

正徳期の貨幣改鋳 ・新井白石が貨幣改鋳 を行 った ことを確 ・作 業 を させ 、 小 判

認す る。資料等 を読 み とり、貨 幣改鋳 の質の変化 に着目

の内容 ・新井白石 のね らい ・改鋳 の影 させ る。

開 響 を考察 して ワー クシー トに記述 し、 ・机 間 指 導 を 行 い 、

代表者が発表す る。 適度 に助言 を与え

る 。

荻原重秀 ・新井 白 ・両者の政策 を評価 してワー クシー トに ・生徒 が 評価 しやす

石の経済政策の評 記述 し、代表者 が発表す る。 い よ う、 両者 の政

価 策 の プ ラス面 とマ

イナス面を整理す

る 。
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・発 表 に 対 し、 適 切

な コ メ ン トを行 う。

ま 元禄 ・正徳期 の経 ・経済政策の結果、経済が混乱 し、財政 ・元 禄 ・正 徳 期 の 経

と 済政策のまとめ 悪化 も解 消 されない中で、改革の必要 済 破 綻 が 、後 の三

め 性 に迫 られている状況を理解す る。 大 改 革 に つな が っ

て い く こと を意 識

させ る。

ウ 評価の観点

① 「元禄 ・正徳期の貨幣改鋳」 につ いて、興味や関心 をもつ ことができたか。

②江戸時代の貨幣制度について 、「基礎 ・基本」 を習得する ことがで きたか。

③資料等 を分析 し各設問 に答 える ことによって、貨幣改鋳 を行 った為 政者 のね らいと、そ

のため におきた経済 ・社会 の変化 を理解す ることができたか。

④ 「元禄 ・正徳期の貨幣政策」 の違 いを理解 し、評価す ることができたか。

⑤全体 を通 し、 自ら考え、課題 を追求す る姿勢がみ られたか。 また、その過程 を通 じて、

「基礎 ・基本」 の習得の徹底が 図 られたか。

工 考察

まず前半 における貨幣制度 につ いての 「基礎 ・基本」で あるが、難 しい題材ではあったも

のの前時 における事前学習の効果 もあ り、比較的多数の生徒が習得できたようである。 しか

し、主体的 に学習させる後半部分の時間 を確保す るために説明がやや速 くな って しまい、一

部理解できていない生徒がいた ことも事実である。時間配分 を考慮 しつつ も、重要な部分 に

つ いてはゆっ くりとした丁寧な説明が必要であった。次 に資料の分析 ・考察であるが、 この

よ うな学習にあま り慣 れていなか ったためか、なかなか資料の読み とりがで きない生徒が い

た。そ のような生徒には、助言 を与え ることによって何 とか正解 を導 き出す ことができたが、

資料分析 に対す る習熟不足 を感 じた。授業の最後 に、荻原重秀 と新井 白石 の貨幣改鋳の違 い

を評価 させた。 この検 証授業 を行 った クラスでは、荻原支持が15名 、新井支持が14名 、

両方支持 しないが2名 とい う結果で、ほぼ半数ずつに評価が分かれ た。支持の理 由について

は、荻原支持 では 「物価が上が り庶民の生活は苦 しくな ったが、少な くとも財政 ・景気面で

結果 を残 した。」、新井支持で は 「結果 は失敗 した が、庶 民のため に物価 を安 定 させ よ うと

したそ の気持 ちを買 いたい。」 とい う意見が多かった。理 由をみる限 りでは、それ ぞれ の政

策の違 いを理解 した上で評価 で きて いたよ うである。本時の授業 を受 けた感 想では、 「今 回

のよ うな、 自分で考 え答 えを求めてい く授業は良かった。頭の中に入 りやすい し、今後 自分

で考 える機会が多 くな って くるか ら。」というものが多 く、自ら考 え課題を追求する ことで、

「基礎 ・基本」の習得の徹底が図 られて いた と判断できる。 しか し、中 には 「いつ もの授業

の方が良かった。」 という意見 もあ り、本時 の効果 をよ り大き くするため には、今後 もこの

ような形態の授業を継続的に行 い、主体的な学習 に慣れ させ る必要性 がある と感 じた。
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(2)授 業研究事例B

ア 教材構成上の視 点

① 元禄時代 と正徳時代 の貨幣改鋳がそれぞれ どのよ うな 目的で行われたか を、政策 を推進

した二人の人物を通 して理解 できるよ う工夫 した。

② 貨幣改鋳 にともな う貨幣の質 の変化が、物価(主 として米価)の 動向 にどのよ うな影響

を与えたか を具体 的に理解で きるよう工夫 した。

③3度 にわたる貨幣改鋳が行われた元禄八(1695)年 か ら正徳五(1715)年 まで に国内で

発 生した主な 出来事の年表 を作成 し、その年表 と米価 の推移 をまとめたグラフを比較 させ

る ことによ り、米価 の変動の要 因につ いて理解できるよ う工夫 した。

イ 指導上の留意点

① 生徒 に対 して 「これはなぜ起 こった と思 うか」、 「この よ うな結果 にな った のはなぜだ

と思 うか」 などの質問を行 い、教員が説明す る場面で も一方通行の授業にな らない よう配

慮 した。

② 教員の発 問や プリン トの質 問に対する答 えを生徒に発表 させ 、その答 えに対 して教員が

す みやかに評価 を行 った。 これ は生徒が 自分の答えに対す る評価 を得る ことで、や る気が

促 され ることを期待す る とともに、自分が努力 した結果 が授業 の中で認め られた り、 自分

の発言や答 えが授業の中で生かされた とい う体験が、 自分 自身に対す る自信 を深め させ、

生徒一人一人の自己有用感 の形成 に効果があるのでな いか と考 え、実践を行 った。

ウ 評価の観点

① 異なる複 数の資料 を分析 し、質問に対する解答 を導 き出す ことがで きたか。

② 自分の答 え と他の生徒の考 えを比較 して、よ り適 切な答 えを導 き出す ことがで きたか。

③ 貨幣改鋳が米価 を引き上げる要因で あった こと、 また改鋳以外 にも米価 を変動 させ る要

因があった ことを、資料 を参考 として考 えることができたか。

④ 江戸時代の貨幣制度について理解す ることがで きたか。 また江戸幕府が実施 した貨幣改

鋳は、それぞれの時代 の経済状況 に対応す るため に実施 された ことを理解す ることがで き

たか。

工 考察

① 「貨幣の質 の変化が物価 を変動 させ る要因とな ることを初 めて知 ったが、同時期 に発生 し

た天変地異 も物価変動の原 因の一 つではないか と思 う。」 と解答す る生徒が いるな ど、複

数の資料 を検討 し、答え を導 き出す学習 は成果が あった と考 え られ る。 「新井 白石 の貨幣

改鋳がなぜ物価 をさらに上昇 させ たのか 、その理 由を知 りたい。」 自分が疑問 に感 じた こ

とや興味 を抱 いた ことを教員 に質問 した り、 自分で調べ た りす る生徒がいるな ど、 日本史

に対する興味や関心 を高め、 さ らに学習を深めよ うとす る生徒 もいた。

②50分 間で実施 可能な指導案 を 目指 したが、江戸 時代 の貨 幣制度 の概略や貨幣の質 と質 の

変化が物価 にもた らす影響 についての説明 に予想外 の時間がかか った。そ のため、事前 に

貨幣制度 の概略や貨幣 と物価 との関係につ いて説明をす る必要 を感 じた。また生徒 にとっ

て貨幣 と経済 との関係 は理解 しにくいところである、そのため生徒の理解 がよ り深 まるよ

う、現代社会や政治 ・経済な ど公民科 との連携 をよ り一層 図 らね ばな らない と考えた。
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(3)授 業研究事例C

ア 教材構成上の視点

授業では、すで に生徒の発表授業 を年間を通 して計画 していたので、生徒は、あ らか じめ

教員が提示 した課題(全21テ ーマ)か ら1人1つ を選択 して、発表授業 の準備 を行った。本時

では、 「元 禄 ・正徳期 の貨 幣改鋳 とは何 か。その結果 、社会や経済 は どうな ったか。」 とい

う課題を設定 して、事前に生徒 に調査 させ、当 日は、そ の発表授 業 と、ワー クシー トに沿 い

なが ら課題学 習す る授業 とを、2時 間扱 いで学習 した。そ こで は、 「元禄 ・正徳期 にお ける

貨幣改鋳」 について興味や 関心 をもたせ、資料か ら読み取 ることを通 じて、幕府の経済政策

の内容 とその社会的影響を理解 させ ることをね らいとした。

イ 指導上の留意点

①発表の準備が十分 に行われ、かつ発表時の質疑応答が活発な もの となるよ う指導する。

②江戸幕府の経済政策への興 味関心が高 ま り、かつ理解が深 め られ るよう、江戸時代の通貨

につ いて の基本的な知識 について補足説明する。

③ 資料 一史 料文や グラフ(「 通貨 発行量」)一 の読み と りが 的確 に行われ るよ う留意 する生

徒 の反応 によっては補足説明を加え、生徒が十分 に考え られ る時 間を確保す る。

ウ 評価の観点

① 「元禄 ・正徳期 における貨幣改鋳」について、興味や関心を もつ ことができたか。

②江戸時代 の貨幣制度につ いて、 「基礎 ・基本」を習得する ことがで きたか。

③ 資料か ら読み取 ることを通 じて、江戸幕府が財政の悪化 に対 して どのような政策 をと り、

その結果 、社会ではいかな る変化が起きたか を理解で きたか。

④ ワークシー トの設問に沿 って 自ら考え、課題 を追求す る姿勢がみ られたか。

工 考察

① 生徒の発表活動では、貨幣改鋳の意味や貨 幣改鋳の影響 について十分な説明がなされなか

ったので、事前指導の不足 を感 じた。 しか し、その点 について生徒か ら質問が出 され 、こ

の点は次の2時 間 目の授業の導入 とす る ことができた。

② ワーク シー トの作業 を通 じて、概ね 「基礎 ・基本」の習得が達成 された。

③ この ワー クシー トには、荻原重秀 と新井白石 のどち らの貨幣改鋳 を支持す るか、 または ど

ち らも支持 しな いか を、理 由とともに記入 させた。授業後 に回収 した ワー クシー トによれ

ば、 「荻原 重秀 を支持 した者 」(aと す る)が10名 、 「新井 白石 を支持 した者 」(bと す

る)が5名 、 「どち らも支持 できない者」(cと する)が5名 で あった。aの 理 由は、「貨幣

の質が多少悪 くて も景気が 良 くなれ ばいいな と思 って選び ました。」、bの 理 由は、「貨幣

の質が上が ったので。」、cの 理由は、 「庶 民の生活 を考えていた新井 白石の政策 も、結果

的 には物価 が上昇 して しまったので 、庶 民の私 としては どち らも支持で きな い。」な どの

回答がみ られ た。2つ の財 政政策 を比較 し、その結果をふ まえて価値 判断する ことで、学

習 内容 を自分 の中で再構成で きた よ うである。特 に、 「庶 民の私 」 という立場か ら考え ら

れた点 は、本授業の ささやかな成果 である。授業 に対する感 想で は、「自分で学習するの

は難 しいが楽 しかった。」 な どが多か ったが、 「いつ もの方 が良 い と思 う」 とい う感想 も

あ り、主体的な学習活動 を継続的 に行 うことの必要性 を感 じた。
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ワ ー ク シ ー トA

c元禄・正徳期における貨幣改鋳
(1)貨 幣 の種 類(1)

金貨(主 に東日本)銀 貨(主に配 本)銭 貨(全 国)

＼ ＼ ↓
・どこでつ くられるの?(2)(3)(4)

・三貨 の交換率 は?1両=銀50

・金貨 といって も100%金 でで きて いるわ けで はない。

(2)貨 幣の質 ・発行 量 と物価 ・景気 の関係

く貨 幣の質〉
・質 が悪 い→貨 幣の価値 が下が るか ら物価 は(5)

・質 が良い→貨 幣の価値 が上が るか ら物価 は(6)

〈貨 幣の発行 量〉

(60)匁=銭4貫 文(1貫 文二1000文〉

(資 料1参 照)

・発行量 が多 い→ 景気 が(7)な る

・発行量 が少ない→ 景気 が(8)な る

※実 際には この通 りにな らな い場合 もある。

(3)元 禄期 の貨 幣改鋳
・貨 幣改鋳 って何?(9

・具体 的にだれ が どうい う ことをや ったか?

勘定吟 味役(10)に よ る(11

)

)発 行

く作業 〉資料1に ある元 禄小判の グラフを、慶長小判 と同 じよ うに金の含有率 を表 し

て完成 させ な さい。

☆資料 か ら荻原重秀 の貨幣改鋳 を考えてみ よう。

問1.元 禄小判 は慶長小判 と比べて どのような金貨 か?

X12)

問2.荻 原重秀 が貨 幣改鋳 を行 ったね らいを、 問1の 結果 と資料2か ら答 えな さ い。

X13)

問3.問1の 結果荻原 は貨幣 の発行量 を多 くしたが 、 このね らいは何か?(2)の 関係 を

参考 に考 えなさい。

(14)

問4.(2)の 関係や 資料3か ら、 この貨幣改鋳が庶民 に とってマイナス にな ってい る点

を答 えなさい。

(15)

(4)正 徳期 の貨 幣改鋳
・具体 的にだれが どうい うことをや ったか?

(16)に よ る(17)発 行

く作業〉資料1に ある正 徳小判の グラフを、金の含有率 を表 して完 成 させな さい。

☆資料か ら新井 白石 の貨 幣改鋳 を考えてみよ う。

問5.正 徳小判 は元禄 小判 と比べて どのよ うな金貨か?

(18)

問6.新 井 白石が貨幣 改鋳 を行ったね らいを、(2)の 関係か ら答 えな さい。 また実 際そ

のね らい通 りにな ったのか?そ の結果 を資料3を みて答 えな さい。

ね らい(19)

結果(20)

問7.問5の 結果 、幕府財政 は どうなったか?

X21)

問8.問5の 結果 、貨幣 の発行量 は少な くな って しま ったが、 このため にお きた経済

のマイナス点 を(2)の 関係 を参考 に答 えな さい。

(22)
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(5)荻原重秀 と新井 白石の経済政策の評価
私 は(荻 原 重秀 ・新 井 白石)を 支持 する。

〈理 由 〉

<資 料1>小 判1両 中の金成分比

金含 有率

慶 長小判(1601)(86.8%)

元禄 小 判(1695)(57.4%)

正 徳 小 判(1714)(84.3%)

0/o
i

zo

i

30
i

タOi so
i

60i クOi 80
t

90
i

io

i

//-//-/--// i

i

1

gOO%

<資 料2>「 折た く柴の記」(新井 白石)と いう書物の一部抜粋(現 代語訳)

……か さねて荻原 重秀 に案 を出させた ところ、 こ う言 った。「前代 将軍綱

吉公 の時、毎年 め支 出額 が収入額 の2倍 に増え、国家財政 が早 くもつ まず

いてい たので、 元禄8年(1695)の9月 か ら金銀貨 を改鋳 された。 それか ら

今 にいた るまで、毎年、幕府が改鋳 によって得 た差益額 は合計 で約500

万両 にな り、 この利 益でいっ も財政 の不足分 を補 っていたので あ るが、 …
●●。」

<資 料3>

両
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米100俵 あたりの価格 の推移

∂

融
診 ∠v＼ ノ)＼/〉

元禄 聖永,正 衡1
BB8990ei92B3eaesae97BB99αoxO3a。50eO70eOgio1112,a@1S年

元羅捌!ク 正細 剃

(土肥鑑高著「近世物価政策の展開」の付録の近世米価表をもとにグラフを作成。)
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ワ ー ク シ ー トB

重 秀 と 白 石

荻原重秀(1658～ 】713年)

下級旗本出身であったがi経 済官僚 として順調に出世をかさね、将軍綱吉の時代には、勘定吟味役となり、

っいで1696年 には貨幣改鋳を建議 し、それがきっかけとなって貨幣改鋳の責任者 となった。彼の貨幣改鋳

により幕府は元禄八年から十六年までの間に460万 両の益金をあげた。6代 将軍家宣の時代になって も、

勘定奉行として財政政策を推進 したが、1712年 新井白石 との対立の中で奉行職を罷免 された。

新井白石(1657～1725年)

2度 にわたる主家の改易にも関わ らず学問をかさね、30才 の時木下順庵の門人とな り、その推挙で徳川家

宣の侍講(「 じこう」)さ らに側近の政治顧問となった。政治家として重視 したのは、金銀貨幣の改鋳問題で、

貨幣に対する人民の期待を裏切ってはならないと考え、その責任者たる荻原に反対の立場をとり、荻原の追

放と、貨幣の品位を従来のものに戻 した。政治家として活躍する一方で、歴史学や地理学などの分野で業績

をあげた。

問 題 荻原重秀の貨幣改鋳はどのような理由で行われたか、史料を読み空欄に適語を入れ なさい。
、

金銀(金 貨=小 判 ・ここで は 「慶長 小判」、銀貨=「 丁銀 」な ど)極 印古 くな り候 に付 き

吹 き直す(鋳 造 し直す)べ く仰せ 出さ る(命 令 され る),旨 、かつ また近年 山(鉱 山)よ り

出候金銀 も多 くこれな く、世間 の金銀(市 場 に流通 してい る金貨 や銀貨)も 次第 に減 じ申

すべ きにつき、 金銀の位(品 位)を 直 し、世 間の金銀 多 くな り候ため、 この度 これ仰 せ ら

候 こと。(「 御触書寛保集成」 より)

貨幣改鋳は まず第1に 、小判や銀貨が本物であることを証明す る極印(ご くいん)が 、流通するうちに

摩耗 し本物かどうか判断がつ きにくくなっているから、極印をうち直す必要があるとしている。

第2に は、鉱山からの金銀の産出量が()し ていること。そ して第3に は、市場で必要 とさ

れる貨幣の流通量が()し ているため、発行量を()さ せる必要がある。以上3つ の

理由により改鋳は実施 された。

問 題 荻原重秀の貨幣改鋳はどのような影響をあたえただろうか。資料をみて問題に答えなさい。

質問1:米 価の推移を しめすグラフをみて、貨幣改鋳の以前と以後では米価 はどのように変化 していますか。

70

sa

50

40

30

20

-o

両

百 俵(35石)あ た りの米価 の推 移

を しめす グラ フ

貨 幣改鋳 は以下 の年 に実施 され た

1695・1710年 〔荻 原重秀〕

1714年 〔新井 白石〕

9192939495969T9899.1690

1箔0010203麟050607d809101ユ12131415

(土肥鑑高著 「近世物価政策の展開」付録の近世米価表をもとにグラフを作成 した)一
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問 題 荻原重秀の貨幣改鋳は、教科書では財政収入を増加策として計画され、実施された。そ して幕府

は質の劣 った小判の発行を増加 し多大な増収を得たが、物価の騰貴をひきおこし、人々の生活 を

圧迫 したと評価 されてい る。では貨幣の改鋳 によりなぜ物価が上昇 したのかグラフや資料をみて

考えてみま しょう。

㌔

資料1・ 江戸時代の小判の成分比の変遷 をしめすグラフ

年 名 称 大 き さ

1601年 慶 長 小 判4.73匁

1695年 元 禄 小 判475匁'

1710年 宝 永 小 判2.49匁

1714年 正 徳 小 判4.75匁

1716年 享 保 小 判4.74匁

1736年 元 文 小 判3.48匁

1819年 文 政 小 判3.49匁

1837年 天 保 小 判3匁

1859年 安 政 小 判2.4匁

1860年 万 延 小 判0.88匁

質 問1: 元禄小判の金の含有量はどう変化 しましたか。

このグラフは小判1枚 あたりに含 まれる金の含

有量をしめ したものです。

時代によって小判の品位が異なることを確認

してください。なお当時の小判は金と銀の合

金製で した。

グラフで色 が濃 い部分 は金の含有量 を しめ して

い る

小判1両 の重 さ(1匁=3.75グ ラム)一
質問2:小 判1枚 あた りに含 まれ る金 の量が減少す ると、 どの ような影響があ るとお もいますか?

小判 に含 まれ る金の品位 が低 下す ると → 小判1枚 あた りの価値 は()す る。

小判1枚 あた りの価値 が()す ると → 相対的 に物価 が()す る。

*つ ま り貨幣改鋳 が行われ、小判 の品位 が()し たこ とが、物価が上昇 した原因 の一 つ と

な った と考 え られ る。

資料2・ 元禄八(1695)年 か ら正 徳五(1715)年 までの主な 出来事

1695年

1697年

1698年

1699年

1700年

1702年

1703年

1704年

1706年

1707年

1710年

1714年

元禄の貨幣改鋳実施

古金銀の通用期間を限 り、新規に鋳造された貨幣との交換 を命 じる

江戸で大火事(「 勅額火事」)が 発生する

諸国暴風雨により凶作が深刻化する

幕府より全国の酒造業者に 「酒造半減令」がだされる。

凶作のため奥羽地方で餓死者が多数発生。蝦夷でも松前飢僅となる。

南関東に大地震発生、江戸市中でも建物の倒壊 ・火災が発生する

浅間山の噴火、さらに利根川流域でも出水被害が発生 した。

元禄銀を改鋳する(「宝字銀」の発行)

宝永地震発生、さらに富士山の噴火により武蔵 ・相模 ・駿河で降灰被害が深刻化

宝永の貨幣改鋳実施(「 乾字金 ・宝字銀」の発行)

荻原重秀罷免、正徳の貨幣改鋳実施

質問3:右 の年表 と問題1の グラフをみて、気がついた ことを ノー トに書 きな さい。

質問4:教 科書では物価の騰貴は貨幣改鋳により発生 したと記述されていますが、あなたはどう考えます

か、ノー トにあなたの考えを記 しなさい。
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ワ ーク シー トC

文治政治の展開

1.武 断 政 治 か ら文 治 政 治 へ

(1)家 綱政権(1651～1680)

①武断政治 → 大名の改易 →()・()者 の増加

②1651年 徳川家光 死去 → 家綱4代 将軍 に(11歳)→16鳳 £亭 、()の 乱

③文治政治への転換1651年 、()の 禁止を緩和(50歳 以下の大名 に)

1663年 、()の 禁止

しdうとく

(2》 元 禄 時 代(1680～1709年)と 正 徳 の治(1709～1716年)

人物紹介 一新井白石(1657～1725)一

江戸鶉塑2翁 テ学者。6代 ・7代 将軍を補佐 して正徳(2遺き行った。小藩の武士の元ζレて生まれ

たが、木 下 順 庵の門人とな り、その推薦で甲府藩主徳川綱豊(の ちの6代 将軍家宣)の 侍講(儒 学の

師)と な った。
かんいんのみやけ

1710年 、朝廷 と幕府の関優農承善するため、閑院宮家 という宮家を創設 した。

1711年 、(朝 鮮)通 俺箋駝籠準陽辱歪簡素化 を実施 した。

1712年 、勘定奉行 の荻原重秀を罷免 し、1714年 に貨幣改鋳 を実施 して正徳小判 を発行 した。

1715年 、長崎新令を嵐tご嘉 辱崎貿易に剛堺を加えた。

著書には、歴史書 『続史余論』、 自伝 『折たく柴の記』な ど多数。

かいちwう

2.元 禄 ・正徳期における貨幣改鋳

(1)幕 府財政の赤字
ふりそで

①1657年()=(振 袖火事)→

②()産 出量の減少

③綱吉の豪華な生活 ・大寺院造営 →(

死者10万 人 を超える → 江戸の復興費用

)寺 ・護持院

(2)貨 幣改鋳

人物紹 介 一荻 原 重秀(1658～1713)一
かんじょうさんみやく

下級の旗本であったが、畿内の検地の際に頭角をあ らわ し、出世を重ねて勘定吟味役 とな り、 さら

に1696年 には勘定奉行 となった。で、江戸幕府の財政難 を打開するため、5代 将軍綱吉の政治 におい

て、貨幣改鋳を実施 した。

1695年(元 禄8)、 貨幣の改鋳 を行 い、元禄小判を発行 した。

1712年 、新井 白石 によって罷免 された。

圃 下の金貨成分表について、次の各成分の数値を、それぞれの小判にあてはめて横グラフを作成しな
さ い 。 た だ し 、1匁=3.75gで あ る 。

元禄 小 判=4.76匁(金 の含 有率 は57.4%) 正 徳小 判=4.76匁(金 の含 有 率 は84.3%)

種 別 年 重 量

1234

含 有 量(%)

20406080100

慶長小判 1601

元禄小判 1695

正徳小判 1714
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麺]左 下の金貨成分表を見ると、元禄小判は、慶長小判と比べてどのような金貨であったか。
金の含有量は()、 貨幣の質は()

圃 左下の金貨成分表を見ると、正徳小判は、元禄小判と比べてどのような金貨であったか。
金の含有量は()、 貨幣の質は()

睡]下 の史料は、新井 白石の 「折た く柴の記」か らの引用である(わ か りやす く改めた)。 この記述か ら、

荻原重秀が行 った貨幣の改鋳は、幕府財政にとってどのような結果 をもた らしたか。

改鋳によって()に よ り、幕府財政は()

荻原重秀 に案 を出させた ところ、 こういった。「前代の将軍綱吉公の時、毎年の支出額が収入額 の2倍

も増え、国家財 政が早 くもつまついていたので、元禄8年(1695)の9月 か ら金銀の貨幣を改鋳 した。そ

れか ら今 に至るまで、毎年、幕府が改鋳 によって得た差益額 は合計で約500万 両 にな り、 この利益でい

っ も財政の不足分を補 っていたのであるが、元禄16年(1703)の 冬 におこった大地震のために傾いた り

壊れた りした所を修理するに及んで、毎年入 っていた差益額もたちまちなくなって しまった。」

睡]下 のグラフは、米の価格の変動を表 したものである。荻原重秀が元禄の貨幣改鋳を行ったのが、16
95年(元 禄8)と すると、米価 はどのように変動 したか。()

麺]下 のグラフを見て、1714年(正 徳4)に 新井白石が正徳の貨幣改鋳を行ったことで、米価はどのよう
に変動したか。(,)

両 米100俵 あたりの価格 の推移
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ll

i
lI、1,,,,1」 」 、1,,,IlFI、1,、1、i

888990919293949596979899010203040506070809101112131415年1

(土 肥 鑑 高 「近 世 物 価 史 研 究J)

匿魎]荻 原重秀 と新井白石の経済政策 について、 どち らを評価 しますか。下 に記 しなさい(理 由を記す)。

①私 は、(荻 原重秀 ・ 新井白石)を 支持する。

②私 は、 どちらも支持できない。

〈理 由〉

今回は、作業学習を中心 に考 えて もらう授業 を試みてみました。授業の感想を書いて下さい。一
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〈地理グル ープ〉

地理 グルー プで は、 「環境問題」 を教材 として取 り上げた。 この問題 は様 々な科 目で教材化

できるテーマで あるが、 「地域」を学ぶ という地理 の特性 を重視 しなが ら、効果 的な授業づ く

りを目指 し研究 を行 った。

1地 理 の授業で環境 問題 を取 り上げる視点

(1)地 理独 自の観点

環境問題 は、理科 ・家庭科 ・公民科な どで も授業で取 り上 げられている。が、地理にお い

て地域性 や諸地域の国際的な結びつきを学習する視点か ら、様々な事象(例 えば ヒー トアイ

ラン ド等)を 扱 うことによって、国内外 にお ける環境諸 問題 を理解 させ、 いか に我々の生活

に結びっ きが深 いかを認識 させ る ことがで きる。それか らさ らに生徒達が 、 「なぜ?」 「ど

うして?」 といった意識 を深め、追究意欲 に転換す ることができる。

(2)テ ーマ を掘 り下 げることによ り自ら学習を深化で きる観点

項 目 ・現象な どを断片的 に暗記す るのではな く、テーマ を掘 り下 げる ことによって、生徒

たちは 自ら学びさ らに学習 を深化 できる。た とえば、京都議定書 に絡み メデ ィアを通 じて南

北問題 あるいは 日本 と東南 アジアの貿易な どを具体的 に理解 させ、自 ら置かれて いる環境問

題 にまで興味 ・関心 を発展 させ ことがで きる。

(3)生 徒に提示できる身近な教材を活用で きること

我々 日本が資源の多 くを輸入 に依存 して いることを、身近な題材(食 糧問題等)や 手に取

る教材を授業で提示する ことができる。身近な実物教材 を提示 し、そ こか ら問題性 を考 えさ

せ ることができるとい うのは、地理 とい う科 目の特長である。た とえば、食料品 については、

その輸出国は様 々で、よ り生徒の興 味 ・関心 に結びつ くものが溢れている。それ ら身近 な教

材 を充 分 に活か し 「どこの国か ら?」 「どのよ うに生産 され るのか?」 「生産 され るた めの

問題は?」 等へ と諸外 国の環境破壊 と現象が起 こして いる地域の姿 と諸外国の結びつきを理

解 させ 、さ らに環境保護へ と意識改革 を図 ることがで きる。

(4)地 域 と地域の結 びつきか ら捉 え られる観点

単語 の意味や内容 だけという平面的な捉 え方のみ に終わ らず、地理特有である地域 と地域

の結びつきを物や人の移動 を例に挙 げ空間的理解 を養わせ ることが できる。

(5)地 名 ・場所 ・地図 ・統 計な ど地理特有の教材 を利用

基礎 ・基本 とされ暗記項 目として と らわれがちな地名 ・場所 を、生徒 の認識形成を助 ける

ビジュアル的資料 を活用 し、興 味 ・関心を もたせ ることによって学習 させ ることができる。

また、地図 を活用す ることによ り読図力を育成 した り、統 計を活用す ることによ り諸現象 を

読み とる力を伸 ばす ことも可能で ある。

(6)"人 間"が 登場する科 目として

環境を脅 かす諸問題は、そ こで生活す る"人"へ と最 も深 く関わ る。特 に、環境破壊 によ

る原材料輸 出国の第一次産業労働者への影響 は、先進 国の豊か さとの対比を含 め、最 も深 く

生徒に理解 させた いことである。と同時 にその解決 につ いて考察 させ主体的 に発展 させたい。

以上の視点か ら、以下にあげる森林破壊 に重点 を置き、研究主題 に沿 った授業展 開の工夫 を

試みた。
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2熱 帯林破壊 を取 り上げた理 由

現代社会 において は、地球温 暖化や砂漠化、大気汚染、森林破壊な ど、さまざまな地球的規

模 の環境問題がある。 これ ら環境 問題 に該 当す る項 目を、地理 の授業 において一つ一つ取 り上

げて学習す ることは、授業時数 を多 く費や し、内容 において もポイ ン トとなる事柄が多 くな り、

かえって生徒の混乱 を招き、基礎 ・基本の習得にも悪影 響を及 ぼすおそれがある。 また、個々

の現象や知識の理解 に重点が置かれが ちになる と、環境問題がわれわれの 日常生活 に深い関わ

りを持 って いる ということを、生徒 に認識 させる ことがおろそか にな ると考 える。そのため、

網羅的 な学習は避 け、 日常 において、よ り身近に とらえる ことのできる話題 を授業 に積極的 に

導入 し、生徒の興 味関心 を喚起 し、問題意識 を深 めた いと考 えた。

今 回の研究では、熱帯林破壊 を取 り上 げた。 このテーマによって教材化できる事柄は、多様

である。その一つ として、 日本 と世界 の結びつきを挙 げることが できる。熱帯林の伐採 による

木材 の輸 出入 という関係 に加え、私 たちが食 している 「エ ビ」 の養殖が、熱帯林破壊 と大 きく

関係 して いることを取 り上げれば、「エ ビ」の輸出入が環境破壊 の背景 にあることと結びつ く。

このように、世界の諸地域の結びつきを、生徒は多面的 に学ぶ ことがで きる。

熱帯林破壊の激 しい地域 を地図 によ り調べてみると、アマゾ ンや東南 アジアであることがわ

かる。そ のうち、東南 アジアの熱帯林破壊 は、 ラワン ・チーク材 という木材伐採 によるもの ば

か りで はな く、海岸部 に広 く分布 しているマ ング ロー ブ林の伐採 によって も引き起 こされて い

る。 このマ ング ロー ブ林 の伐採 の大きな原因 としてあげ られ るのが、 「エ ビ」 の養殖池の開発

である。つ ま り、 日本 における 「エ ビ」の需要が熱帯林破壊 を引き起 こしている ということが

いえる。東南アジアでは、深刻 な熱帯林破壊がお こっているが、実 は遠 く海の向 こうの 日本の

生活事情が、環境破壊の一因 となってお り、 さらには、 これが地球的規模の環境破壊 にもつな

が って いるとい うことを、生徒に認識 させ られるであ ろう。 また 、環境破壊 及びそれ らを引き

起 こす要因 によって生 じた現地 の人々の生活の変化 を取 り上げなが ら、地域を理解 させる学習

に発展 させた り、南北問題や大 量消費社会な どにも話題を広 げなが ら、問題 の解決 を生徒 に考

察 させ ることもで きるであろ う。

一方、生態 系を構成する重要 な要素であ る森林資源の破壊 は、地球温暖化や大気汚染、土壌

流出や砂漠化 など、地球 的規模 で問題 とな っている様々な環境問題へ も悪影 響を与え、われわ

れ 自身の生活 もおびやかされて いる。 このよ うに、生態 系の破壊 は、われわれ 人間の生活の舞

台その ものの破壊 を引き起 こす ことを生徒 に認識 させる とともに、森林の重要性 についてよ り

深 く考えさせ ることができると考え る。

以上のよ うに熱帯林破壊の もつ多面的な問題性 を教材 として生か しつつ、身近な地域 、身近

な話題 を授業で取 り上げることで、生徒 が興味 ・関心 に基づき学習を深 め られ ると考 える。ま

た、地 図 ・グラフ ・統計 を読み とった り、作業 した りす ることによ り、的確 に基礎 ・基本 の習

得を行 い、生徒 自らが問題意識 を深め、課題解決について考 えていけるような授業展開を工夫

した。
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3授 業研究

(1)指 導計画

学 習 項 目 具 体 的 な 学 習 内 容 指 導 上 の 留 意 点

第

1

時

環境問題とは何か? 環境問題が発生 した原因を考え、具

体的な問題事項を列挙 させるととも

に化石燃料にっいての理解を深める。

原 油、石炭な どの実物教材

を手に取 らせ確認す る。

[注①]

第

2

時

身近な環境問題 「森林の重要性」について。

今 夏 の猛暑 とヒー トアイ ラン ド現象

との関係、森林 の放射冷却作用 につ

いて新 聞記事 を活用す る。[ワ ー クシ

ー ト①]

森林 の重要性 については、

生徒 に考 えさせ、意見 を出

させ る。新聞記事 を音読 さ

せ る。

第

3

時

南北問題の導入 エネル ギー消費量(原 油)の 比較(日

本 とイ ン ド)を統計か ら読み取る。先

進 国 と発 展途上国 を地 図帳 を用 いて

確認す る。[ワ ークシー ト②]

地図の中で国名を確認。

[注②]

第

4

時

熱帯林はなぜ伐採さ

れるのか。

アマ ゾ ン川流域 の森林 伐採 の原 因 と

現状につ いてVTRを 視聴。

VTR視 聴[注 ③]

第

5

時

熱帯林 と日本 との関

係1

(本時)

タイか ら輸入 されて いる食材 やエ ビ

の養殖 を取 り上 げる ことで 日本 とタ

イ との関係 につ いて考 えを深 め る。

[ワー クシー ト③]

ブ ラックタイガー、ペ ッ ト

フー ド、チューブ入 りね り

わ さびな ど実物教材 を見せ

る。[注 ④]

第

6

時

熱帯林と日本との関

係II

マ ングローブ林 とはどのよ うな木で、

どのよ うに用 い られて いるか 、伐採

の原 因がエ ビの養殖 池拡大 と関係が

深いことな どを考 える。

マ ングロー ブ林の特徴や熱

帯林の有効性 を押 さえる。

VTR視 聴[注 ⑤]

第

7

時

熱帯林と日本との関

係皿

マ レー シアの森林伐採 に日本が 関わ

っていることに気付かせる。VTRを

見 て、 自分 の考 えを書 かせて ま とめ

とする。

VTR視 聴[注 ⑥]

地 図 で マ レー シ アの サ バ

州 、サ ラワク州 の位置 を確

認す る。

第

8

時

その他の環境問題 地球温 暖化 の現 状 ・原 因 ・対策 につ

いて 、副 読本 を活 用 して ワー ク シー

トに記入する。

VTR視 聴[注 ⑦]
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第 ゴミ問題 温 暖化 の対 策 と して エネルギー の抑 ダイオキシン問題を紹介す

9 制 の観点 か らゴミの問題 を考 える。 る。身近 にある再 生品 とし

時 ゴミを減 らすためには何ができるか、 てペッ トポ トルの再 生品を

身近 にある再生品 は何 か を考 える。 紹介す る。

3R(リ デ ュー ス 、 リユ ー ス 、 リサ VTR視 聴[注 ⑧]

イクル)に ついて考える。

第 環境先進国 ドイッと ドイ ツの フライ ブル ク市の ゴミの減 地図で位置を確 認する。

10 日本の比較 量やパ ー クアン ドライ ド方式 の取 り VTR視 聴[注 ⑨]

時 組み を紹介す る。[ワ ークシー ト④]

第 班別協議 身の 回 りで無駄 に してい るものには ワー ク シー トに記 入す る。

11 何 が あるか、環境 問題 に対 して 自分

時 た ちででき る ことは何 か、 を班 に分

かれて話 し合う。

第 発表、報告 班別で協議 した内容 をそれぞれ発表 模造紙を使って発表する。

12 す る。

時

注①r環 境 と公害を考える』(東 京都教育委員会編)を 副読本 として生徒に配布。かつての公

害問題では足尾銅 山鉱毒事件や水俣病があった ことやエネルギー と地球環境問題を概説

す る。

注② 『たみちゃんと南の人び と』(1987年 明石書店)を 使用 して、エネルギー消費1人 当

りキ ログラム(石 油換算)や 乳児死亡率 に見 られる先進国 と開発途 上国 との格差 に着 目

させた。

注③VTR『NHK教 育セミナー世界 くらしの旅』よ りr森 林破壊』 を視聴 させ、アマゾン川流域

の森林伐採 について、気がついた点 ・疑問点な どをノー トに記入 させる。

注④ 『タイ 開発 と民主主義』(1993年 岩波新書)エ ビの養殖以外に焼き鳥、チューブ入 り

本わさびな どに至るまでタイで生産されて いることを紹介。

注⑤VTR『 よみがえれ、マ ングローブ 海の森づ くり』(東 京海上火災保険[株]総 務部)で

はマ ングローブの生態 に関 して視聴 した。

注⑥VTR『 地球 と環境(熱 帯林の減少)』(NHKビ デオ教材、環境教育指導 ビデオ シリーズ)

を使ってマ レー シアのサバ州でのラワン、タイでのマング ローブ林の伐採 の様子な どを視

聴。2075年 に熱帯林が消失 した場合、温暖化が加速す ることが述べ られている。

注⑦VTR『 地球温暖化』(NHKビ デオ教材、環境教育指導 ビデオシリーズ)で は温暖化 によ

って海面が上昇 した場合のシミュレー ションなどを視聴 した。

注⑧VTRr追 跡!台 所 ゴミ どこが問題か?』(農 山漁村文化協会)で は、ゴミ処理場の課題、

プラスチ ック素材を使った炎色反応実験、高知市の ノー トレイ運動などについて視聴 した。

注⑨VTRr家 庭 ゴミはこうして減 らす』(NHKク ロー ズアップ現代)で は、 ドイツのフライ

ブルク市の取 り組みの簡易包装、 ごみの分別な どについて視聴 した。
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1ワー ク シー ト①1

〔問題1]次 の新聞記事 を読 んで空欄に適する言葉 を考えなさい。

『都市化によって都心の気温が高 くなるll現 象 について、環境省の調査検

討委員会が9日 、報告書 を公表 した。夏場に気温が30度 を越 える時間が、東京 と名古屋市で

この20年 間 に倍増 し、仙台市では3倍 に増えたことが明 らかになった。』(資 料 朝 日新 聞

2001/8110よ り)

*身 近 な環境問題 に関心が持て るよ うに新聞記事 を利用 した ワー クシー トを作成。 ヒー トア

イ ラン ド現象 という言葉の意味を解説 し、森林が果たす効果 につ いて次の記事 を読 ませた。

[問題2]次 の記事 を読んで、森林が果たす効果を考 えなが ら 「にじみだ し現象」 を図示 し

なさい。

r都 心 の大きな森が深夜 に冷気を吹 き出 し、最大で2.5度 、周 囲を冷や している ことが、東

京 都立大学の三 上岳彦 教授(気 候学)ら の研究でわかった。風が吹 く昼間は、風下200㍍

まで気温 を下げて いることも確 かめ られた。

東京都新宿 区の新宿御苑 の苑 内外 の75地 点 に自動温湿度計 を置き、99年 と00年 の8月

に観測 した。1年 目に苑の周囲に蚊取 り線香 を置 いた ところ、風 もないのに苑 の外側 に煙が

向か うことがわか り、 「に じみだ し現象」 に注 目した。』(資 料 朝 日新聞200117/24よ り)

1ワー ク シー ト②

[問題1]次 のグ ラフの中で、 日本 とイ ン ド及びブラジルの一 人当た りのエネルギー消費 を

比較 しなさい。

各国の一次エネルギー消費(1997年)(石 油換算)

アメリカ

ブラジル

中国

インド

e本

8048

500100015002000

出 典2001/02世 界 国 勢 図 会

3500

一 人 あた り(kg)

私たちは、イ ン ドの()倍 、

ブラジルの()倍 のエネルギー を使 っていることになる。

[問題2]次 のグラフを見て 、 日本 とイ ン ドとの 「乳児死亡率」 を比較 しなさい。

エチオピア

インド

ブラジル

日本

アメリカ

2040 80100

出 典2001/02世 界 国勢図 会

02
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乳児死亡率ではイ ン ドは 日本の()倍 である ことがわかる。

1ワークシー ト(3】

[問題1]次 の統 計を見て、[====]に 当て はまる東南アジアの国を記入 しな さい。

[日本 の冷凍エ ビの輸入相手 国](日 本貿易振興会 『農林水産物 の貿易』水産 庁速報値並び

に2001年 のデータ に関 しては朝 日新聞2001年5月6日 の記事掲載 の表 と合 わせて作成)

第1位

第2位

第3位

第4位

1975年

イ ン ド

イ ン ドネシア

中国

口

1980年

イ ン ド

イン ドネシア

中国

[コ

麟デ
2001年

ロ
エクア ドル

イ ン ドネ シア

イ ン ド

[作業]略 地図の[====コ に当てはまる国名、首都名を地図帳で確認しなが らt記 入しな

さ い 。

[問題2]次 の記事 を読んで、空欄 に当てはまると思われ る数値 を選びなさい。

『ベンガル湾 にゴダバ リ川が注ぎ込むイ ン ド東海岸。 日中40度 まで気温が上がる広大 な

三角州 にエ ビの養殖池が どん どんできている。4ヶ 月の養殖で体調は約20㌢ 。ブ ラックタ

イガー種で、黒 いシマが浮き出ている。アジアで養殖 され ているエ ビの多 くは この種だ。

集荷場で氷詰め され加工業者の元へ。頭を取 りサイズ ごと分 けて冷凍。ほ ぼ全量が輸 出,

地元での消費は[===コ%程 度。規格外の小さなエビだ。』

(資料 朝 日新聞2001年5月6日)

(ア)2(イ)20(ウ)40

*授 業では、生徒 に音読 させた後 、三択問題を選 ばせ挙手させた。直前に書 いてある 「ほぼ全

量が輸出」に注 目する と(ア)2、 を選ぶ ことができ る。

[問題3]次 の記事 を読んで、空欄 に当てはまる言葉 を連想 して、記入 しなさい。

『「もうけはコ メとは比べ ものにな らない」5年 前か ら始 めたアルラジフさん(45)は 強気だ。

「忙 しくて遊ぶ暇な どないが、家 とクルマを新 しくした」 とい う。海 の[====コ と呼 ば

れ るエ ビは当たれ ば大 もうけ。 「エ ビ御殿」が建つが リス クも高 い。 しば しば大量死がお こ
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るか らだ。エ ビ大尽がある 日すべ てを失 うことも珍 しくない。』(資 料 同新聞)

*エ ビが貴重な外貨獲得のための輸 出品であることに気 が付 いた生徒は、「宝石」とか 「宝物」

といった答 えを出す ことが できた。 「宝石の中で も最 も高価 な ものは?」 とい う問いかけ に

対 して、多 くの生徒が 「ダイヤモ ン ド」 と答 えることが できた。

1ワークシー トa『 家庭 ゴミはこうして減 らす 一日独比較 一』 を見て

VTRを 見なが ら、次の空欄 に語句 を記入 しよう。

(1)1週 間のゴミの量を比較す ると、1人 あた り

日本では()㍑ 、 ドイ ツでは()㍑ である。

(2)そ のうち、プラスチ ックな どの容器 ・包装類 では、

日本では()㍑ 、 ドイ ツでは()㍑ で ある。

(3)ド イッの()市 の場合。地 図帳 の記 号では、P22、F・3-4で あ

る。位置 を確認 し、マー クしてお こう。

(4)VTRを 見て、気が付 いた こと、わか った ことを記入 してお こう。

*生 徒の感 想

・ドイ ッの人達は リサイ クル を心がけていることがす ごいと思 った
。野菜が生で置いて あるの

にびっくりした。

・日本の ゴミは食べ物 の容器が多い。

・ドイ ツの リサイクル法 には驚いた。 日本では簡単 に捨てて しまう物 も ドイツでは何 回も再利

用 されて人々の役 に立 って いる、 と思 った。

・日本は使 い捨ての社会 にな っている と思 った
。

・日本 と ドイツではゴミに対する考え方 の違い を感 じた。

(2)本 時(第5時)の ね らい

地球的規模で進行す る環境問題 について、「経済発展 と環境保護」とい う2つ の側面 を持 ち、

そのジ レンマか ら岐路に立つ発展途上国 に視点 をあてる とともに、先進国 と発展途上国との関係

(南北問題)の 理解を深めさせる。

先進国 日本 との関わ りを 「衣食住」 に焦点を当て、特 に 「食」のエ ビを媒体 として間接的に熱

帯林 のマングローブ林伐採 と関わって いる構造 に気付かせ ることをね らい とする。そのために本

時では、エビ料理 ・種類、タイか らの食材な ど生徒 の身近な話題 を教材化す ることで興味 ・関心

を引くよう工夫す る。現在、 日本は 「飽食の時代」と椰楡 されるよ うな大量生産、大量消費、大

量廃棄の社会である。その非循環型社会を循環型社会に変換 してい く必要性 を考察させ、 日常生

活にフィー ドバ ックできるようライフスタイルを問い直 し、生徒の 自己認識を深める。

また、学習の中では地図帳での地名の確認、グラフや統計の読み取 り作業な どを通 して今年度

の研究主題である 「基礎 ・基本の習得」 を図る。

(3)学 習指導案
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・実施クラス

・単 元 名

・使 用 教 材

本 時 の展 開

1年 生35名

環境 問題を考える12時 間扱い(本 時は第5時)

教科書及び地図帳

学 習 項 目 学 習 活 動(学 習 内 容) 指 導 上 の 留 意 点

導

入

-o

分

前回の復習

本時の説明

・アマ ゾ ン川流域で の熱帯林伐採 の理

由を確認す る。

・ア ジアの熱帯林伐採 につ いて掛 図 を

使 って導入する。 ・掛 図 に注 目させ る。

展

開

30

分

(1)エ ビ料理

(2)エ ビの種類

■

(3)冷 凍エ ビの産

地 とタ イか らの

食材

(4)冷 凍エ ビの産地

の確認

(5)養 殖の様子

・身近なエ ビ料理を連想させる。

「寿 司、 グラタ ン、エ ビチ リ」な どの

意見が出る。

・エ ビの種類 を発表させる。

「伊 勢エ ビ、ブ ラックタイ ガー 、車エ

ビ」な どの発言。

・統計か らタイを連想 させる。

・エ ビ以外 に焼 き鳥 、チ ュー ブ入 り本

わ さび、ペ ッ トフー ドな どがあ るこ

とに気付かせる。

・ワー ク シー トの国名、首都 を地図帳

を活用して確認する。 圏

・ワー クシー トの音 読

・タイ と 日本 の賃金 格 差 を説 明。

・エ ビ の 大 き さ に も

言 及す る。

・冷 凍 の ブラックタイ

ガーを見 せ る。

・統 計 を掲示

・チ ュー ブ 入 り本 わ

さ び 、 ペ ッ トフ ー

ドな どの 実 物 を 見

せ る。

・プ リン トの配布

・地図帳 を開 ける

・生 徒 を指 名

ま

と

め

ーo

分

タイ で エ ビの養 殖

が 広 ま った 理 由 を

考 える。

・「もうけはコメ とは比べ もの にな らな

い」 とい う言葉か らエ ビの養殖が広

まった理 由を考える。

・授業 を受 けて わか った ことをワー ク

シー トに記入。

・次 回は熱帯 林 の伐

採 につ いて の授業

である ことを予告。

(4)評 価の観点
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① 「食」のエ ビを媒体 として先進国 日本 と発展途上国タイとの関係(南 北問題)が 理解 でき

たかどうか。

②地図帳での地名 の確認、グラフや統計の読み取 り作業な どに取 り組めたか どうか。

③ 「食」のエ ビを媒体 として間接的に熱帯林のマ ングローブ林伐採 と関わっている構造が理

解できたかどうか。

(5)分 析 と考察

ア 授業研究 について他の研究員の評価

・身近な話題で生徒が興味を持って、授業に臨んで いた。

・生徒が主体的に授業を受 けていると感 じた
。

・実物教材の持つ力を改めて認識 した。モ ノの持つ説得力だけでな く、そのモノを探 し出 して教

室 に持 ち込む教師の意欲が生徒 に伝わるのであろう。

・小道具(実 物教材)を 多数使用 した ことで、身近な問題 と捉える ことができたのではないか。

イ 定期考査出題 とその結果

定期考査によって生徒の理解度がわか り、今回の指導案の評価 ができる。以下、その内容の一

部 を記す。'

①現在、 日本は東南アジアか らの最大のエ ビ輸入国であるが、そのエ ビはほとんどが養殖であ

る。何 という種類のエビか。

②東南アジアの海岸線 に広がる熱帯林は何 というか。

③ また、その熱帯林 はどのよ うに利用されて いたか。その利用方法 を3つ 答えなさい。

④タイや フィリピンな どで、その熱帯林が伐採されている理 由は何か。

*① のブラックタイガー、② のマングロー ブはほぼ全員が正解で きた。③ の薪 などの燃料 とし

て利用 された り、炭 として輸出された り、家屋 の建築材 として利用 されていることも答える

ことができた。が、最も本質的で重要な④ に関 してはアマゾ ン川流域の焼畑 と混 同 している

生徒が約半数いた。 このことは教材の組み立て、構成な どを今後、十分に工夫する ことの必

要性を痛感 した。

ウ 考察

研 究主題 にある 「問題意識を深め、自ら課題 を追究 し、解決 ・行動できる資質を育成する」 こ

とを目標に指導計画 を立案 した。それはいかに して主体 的 ・意欲的 に取 り組む姿勢 を育むか とい

う問題 と言えよう。そのためには、まず第一に意外性 を持たせること、 さらに 「身近な話題」 に

より生徒の興味 ・関心 をひきつけるが大切であると考えた。

そこで実際に、タイと日本 との密接なつなが りを理解 させるために 「ブラックタイガー」や 「チ

ュー ブ入 り本わ さび」、 「ペ ッ トフー ド」など実物を教室 に持ち込んだ。言葉では知って いてもブ

ラックタイガー を見るのは初めて という生徒がいた。エビとい う 「身近な話題」であ り、それ ら

の多 くが 日本向けに養殖 されているという事実を知って 「意外性」を感 じることができたよ うで

あった。また、できるだけ講義形式 を避 け発問を繰 り返 し行 い、生徒 に考 えさせ ることを心がけ

た。そのような ことが「生徒が主であった授業」という他の研究員か らの評価 にも表れていたか と

思 う。
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次 に、地図帳での地名の確認の際は机間指導 を行 った り、難解 と思われる漢字について はル ビ

を振 った り、意味を確認す るな どして 「基礎 ・基本の習得」については、きめ細かな指導 を心掛

けた。

また、今回の学習 を通 じて、知識 を羅列的 に学習 させ るだ けではな く、その背景 にある 「南

北問題」や 日本の 「大量生産、大量消費、大量廃棄」の社会構造 に目を向 けさせ、実生活 の中

でも諸 問題の解 決を追究 し続ける姿勢 を育成す ることが必要 と考えた。

最後 に地理的な見方や考 え方 を習得 させ るために、具体的なイ メージを持ち理解 を深める手段

としての写真、VTRな どの視聴覚教材は重要である。特 に、現代的な課題である環境問題 を扱

う場合、できるだけ新 しいタイム リーな情報が効果的である。VTRを 視聴 させて生徒の興味 ・

関心をよ り一層深め ることが できた。例 えば、 ゴミ問題で 日本 と ドイ ツとの取 り組 みの違 いを

VTRで 視聴 させたが、 日常的に過剰包装社会 を当然の こととして受 け入れていた生徒達 が、積

極的に リサイ クル活動をするフライブル ク市民の様子を見て、今後、自分たち も何か考 えなけれ

ばいけないのでは、といった意見がワークシー トに見 られた。

環境問題 という地球的な課題 を学習 して、ある生徒が 「社会科は一つ の考 え方か ら色々な考 え

が生まれて、それが一つ一つわかって くるとおも しろい。」 という感想 をノー トに記 していた。

その生徒に とって 「ThinkGlobally、ActLocally」 の標語 にあるよ うに地球規模 の視点で考

え、具体的に何が行動できるか を考察 してい く姿勢 を習得できたのではないだろうか。今後はい

かに 「ActLocally」 ができるか どうか、 といった点が課題である。そのためには、よ り一層、

生徒が 「自ら課題 を追究 し、解決 ・行動できる資質」を育成できる授業の工夫が必要である。
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(6)ま とめ

今回は、具体例 と して東 南アジアの 「熱帯林破壊 」 を中心 に取 り上 げた。 「熱帯 林破壊」

を切 り口に、さまざまな事柄 を学習できるように工夫 した ことで、深 く発展的な授業づ くり

ができた と思 う。

森林の役割 を導入 に自然環境 の仕組み という知識的な土台づ くりができ、身近 にあるエ ビ

やペ ッ トフー ドの話か ら、東南アジアの産業 ・貿易の発展 がなぜ森林破壊 に結びつ くのかを

生徒に考察 させ、我 々の 日常が国際社会 と深 く結びつ いて いる ことを実感 させた上で、 「南

北 問題」にも言及 した り、大量消費社会 と日常生活のあ り方 まで を生徒に考 えさせ る授業づ

くりができた。冷凍エ ビな ど、授業 に関係す る実物 を教室 に持 ち込み、生徒 の興味 ・関心を

引きだ し、その効果 の大 きさを実感で きたのも大 きな収穫 であった。

また、授業のたび に地図 ・統計を使 い、読図 力な どを育 成す る という知識以外の基礎 ・基

本 の習得もはかった り、班 ごとに生徒が協議 し発表する機会 を設定 し、主体的 に考 え解 決 し

ようとする態度や資質の伸長 をね らう、授業の工夫 も行 うこともできた。

こうした点で、研究主題 にある、生徒の資質 を育成するに有効 な工夫ができたと考 えて い

る。

課題 として は次の ことが考え られる。生活 に身近な ものを教材 に取入れた こともあ り、「環

境 問題」解決 に向け、個 人のライ フスタイルの改善 につ いて 生徒 に考察 させ られた ことは、

成果であった思 う。だが、実際 に 「環境問題」の根底 にある 「大量生産 ・消費」や 「南北格

差」な どとい う問題は、先進諸 国の経済や価値観のあ り方 、あるいは社会 の仕組みその もの

に起因 している面が大きい とも考 え られる。 したがって、問題 の解決のために、個 人一人一

人が取 り組むべき環境保全のあ り方 に加え、個人が属す る社会全体 に課 せ られ る環 境保全 の

あ り方(国 や 自治体 による環境保護政策 と、それ に個 人が に どのように関わって行 けばよい

のか とい うこと)、 「環 境破壊 」や 「環境保護」 に関わ る企業 のあ り方な どにつ いて も、我

々は、よ り問題 を整理 し教材化す る必要があったよ うに思 う。個人が背 負おうべき課題 と、

政府 ・自治体 に課せ られる環境保護政策、国際協調の中で実現すべき環境保全な どについて、

生徒がバ ランスよく学習できるような指導 の研 究が課題 であると考える。

また、生徒の実態や授業の進度 に応 じて、調べ学習や ディベー トを取 り入れ ることも考 え

られ る。生徒の主体性 を伸ばす指導法 として 、効果 的 と思わ れるので付記 してお く。
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【公民分科会】

研究主題

現代社会の諸課題を理解し、自ら価値判断し

の工夫

、 自らの考えを表現で きる能 力をは ぐくむ指導

1研 究主題設定の理由と研究の経過

1研 究主題設定の理 由

現在の生徒 の生活態度のなか に、 「非常 に軽い相対主義」 とで も言 えるものを感 じる。あ る

問題 につ いて 自分の意見 をもち、他者 の意見 もしっか りと受け とめ、それ を自分の意見 にさら

にフィー ドバ ックさせるという姿勢は、大切な資質である。 しか し、多 くの生徒は 「その人が

そ う思 うんだか ら、それで いいん じゃないの」 という周 囲への無関心 な対応 にとどまって しま

い、深 い思考や豊かな想像力 を働かせよ うとしな いので ある。それは 「無責任な個 人主義」 と

も言えるか もしれない。現代社会での希薄 な人間関係 も、こうした態度 に影響を与えて いると

思われ る。ITに 代表され る科学技術 の発展 は、反面で、他者 との十分な精神的な関わ りの欠

如、 とい う問題 を生み出 した と言 うことができる。

そのため、 このよ うな問題 を克服する主題 を設定 してみた。つま り、社会の諸問題 について

理解 し、その上で 自分な りの責任あ る意見 をもち、他 の生徒の意見 も尊重 しなが ら、さらに 自

分の考 えを表現できる生徒 を育てる。そ うした授業を 目標 とした。 したが って、教師 は賛否両

論を公平 に伝 え、理解 した内容 のひ とつひ とつか ら生徒が価値判断 を行 い、さ らに表現能力を

高める ことを重点 とする授業の工夫を した。

2研 究の経過

本部会 では、主題 の主旨 にそって 「生命倫理」を扱 うこととし研究 を行った。現代の社 会で

は、ほん のささいな理由か ら生命 が奪われ る事件が頻発 している。 青年期の場 合では、 自己の

欲求が満た されなけれ ばす ぐに 「キ レ」て しまい、他者の生命 を奪 う一方で 自らの生 を傷つけ

るケースが 目立 っている。生命 の尊厳 を軽視す るような状況 の背景 には、生徒 が生と死 につい

ての学習 を十分 に行 っていない ことも考え られるのではないだろうか。

そ こで、 「倫理 」 と 「現 代社会」の授業 にお いて、 「生命倫理」 について考察す る授業 を行

うことにした。まず 、自分 自身のテーマ として生徒が考えやす く、意見 も出 しやす いと思 われ

る 「死」のあ りかたについて様 々な視点か ら考 えさせる ことに し、最終的に生命 の尊厳を感 じ

させよ うという方 向性 をもたせ ることにした。安楽死 ・尊厳死、告知 と終末期 医療、脳死 と臓

器移植 、植物状態な どの中か ら、誰で もが直面す る可能性 のあるケースを選び 、死 と生の問題

を考 える。できる限 り生徒 に主体的 に意見 を出させたいので、個別 にワークシー トを準備 し、

それを もとに様 々な意見が あることを紹介 して、他者の立場 を理解 し自分 の意見形成に再度反

映 させ る ことを試みた。 また、最先端 の医療技術である異種移植 を取 り上げ、 人間への臓器移

植 目的で豚 を飼育する ことをめ ぐって肯定 の立場、否定 の立場か らそれぞれ討論 を行 わせた。

立場 を指定す ることで、様々な視点 か ら幅広 く自分の意見 をもてるよ うにしてみた。最終的 に
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は、人間へのクロー ン技術 の応用な ど科学(医 学)の 進歩が、単純 に人間の倫理性 と合致 しな

い ことに気づかせたい と考 えた。

3研 究についての構造図

研究主題 現代社会の諸課題を理解 し、自ら価値判断 し、自らの考えを表現

できる能力をはぐくむ指導の工夫

i

生命 倫理

医療技術 と人間のかかわ りにつ いて考 える ことによ り、人間の生命の尊厳 を自覚する

公 民科の授業

i
ll

〔展開1・ 倫理〕

・脳死 問題 と臓器移植 につ いて知 る

・脳死 の医学的基準 を知る

・欧米 の死 生観 と臓器 移植 の関連 を考

える

・日本 人の死 生観、倫理観 と臓 器移植

の関連を考 える

・脳死臓器移植 につ いて 自分 の考 え を

もつ

〔展 開2・ 現代社会〕

・異種移植 について知 る

・異種移植 につ いて 自分の考 えを もて

るようにす る

・自他の意見 を比較 し、認識を深める

・科 学(医 学)の 進 歩 の 中で 、 「生命

の尊厳」 を問 い直す

・生 と死をめ ぐる今 日的課題 を学ぶ

il
i

ll

倫理的なものの考え方の育成 多様な価値観を尊重する態度を培う

1 1
生命倫 理につ いて学ぶ ことを通 じて、 自らの意見を もち、それ を表現できる能

力を培 う。
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Il展 開

展開1倫 理の授業 「脳死と臓器移植」

1単 元股定の理 由

本単元で は、倫理 の学習 として生徒が関心を持 ちやす い題材 を選ぶ こととした。

そ こで、哲学者の思想 を概観 した り、歴史的に哲学の流れ をみるという学習 ではな く、現代

社会 において争点 となって いることで、生徒それぞれが価値判 断できるもの を題材 とす ること

とした。

脳死 と臓器移植の問題 は、医療の側面や 、倫理、宗教、文化な ど様 々な観点か ら論 じること

がで きる。そ して、最終的には、それぞれの人が 自分で価値判断 し、そ の態度 を決める ことの

できる事柄である。

脳死 は 「新 しい死 の形」 とい う点 で、生徒の知的好奇心 を喚起す るだけでなく、 自らの生の

在 り方 を見つめ直す契機 とな ると考 えた。

単元 の展開の中で、欧米の哲学や 日本 人の死生観 にも触 れ、生徒 の興味の幅が広が ることを

期待 した。そ して、生徒それぞれが 自分の価値判断を問われる ことで、題材 に主体的 に関われ

るのではないかと考えた。

また、脳死 と臓器移植 を、生命倫理学の一分野 ととらえれば、現代にお いて価値判断 を問わ

れて いる同質の問題 として、ク ロー ン人間や遺伝子治療 、安楽死等の問題が あることを理解 さ

せる ことができる。

このよ うに様々な広が りをみせ る 「脳死 と臓器移植」の問題 は、倫理の学習の良い題材 にな

ると考 えた。 また、倫理の学習全体 の導入で もある本単元 にお いて と りあげる ことで、今後 の

倫理 の学習 の動機付けとしたい。

2単 元 の指導計画

(1)脳 死 問題の発 生と臓器移植(1時 間)

(2)医 療的側面か らみた脳死(1時 間)

(3)欧 米 の思想 と臓器移植(1時 間)

(4)日 本 人の死生観、倫理観 と臓器移植(1時 間)本 時

3本 時の学習

(1)本 時のね らい

・臓器移植の在 り方 につ いてについて 、 日本人の死生観や倫理観が どういう影 響を与えて い

るか理解す る。

・臓器移植法が、 日本人の死生観 に配慮 している ことを理解す る。

・脳死 と臓器移植 についての 自分 自身の考 えをま とめ る。
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(2)展 開

学習項目 学 習 活 動 指導上の留意点

導 前時の ・前時の ワークシー ト①(脳 死判定 か ら臓器移

入 復習 植 までの流れ 、欧米の哲学 と臓器移植)を 受

10 け取 り、 ノー トに はる 。

分 ・前時の復習 として、欧米 の哲学 と臓器移植 に

つ いて学習内容 を再確 認す る。

日本人の ・「死 装 束 」 「お 盆 」 「イ タ コ 」 等 の 実 例 や 自分 ・板書 を ノー トに写 させ

死生観 自身の経験 をもとに、 日本で伝統 的に見 られ る が 、 ノー トの な い 生

る死生観につ いて理解す る。 徒には教員が用意 した

提出用紙に記入させる

・加藤 尚武氏(生 命倫理学)の 理論を紹介 し、

日本人は 「責務 を超えた善行」よ り 「相互性

展 日本人の の倫理」を行 動原理 にす る傾向が、欧米 人よ

倫理観 り強 いことを理解す る。

開 ・「責 務 を超 えた善行 」 について、例 えば新大

久保駅での人命救出や電車内で座席を譲れる

z5 か等 の身近な問題か ら理解す る。

・「相互 性 の倫理」 につ いて、 「情 けは人の た

分 めな らず」等 の ことわざか ら理解す る。 ・ワー ク シー ト① によ り

脳死判定と臓器移植の

・臓器移植 法が 日本人の死 生観 に配慮 して、本 流れを確認す る。

人 の同意に加 えで、家族 の承諾 も必要 として

臓器 いることを知 る。(諸 外国 にはない規定)

移植法

ま 脳死と ・脳死 と臓器移植 について、今 までの授業や資 ・机 間指導 し、全員が記

と 臓器移植 料集を参考 にしなが ら、 自分 自身の考 えをま 入 し提 出す るよ うには

め とめ る。 た らきか け る。

15 ・ま とめた もの を、ワー クシー ト②(作 文用 紙)

分 に記入す る。

(3)評 価の観点

・日本 人の伝統的な死 生観や倫理観 を自分 自身の経験や感性 に照 らして
、理解する ことが で

きたか。

・脳死 と臓器移植 について、正確 な事実 に基づきなが ら、様 々な観点 を考慮 し、 自分 自身の

判断を もつ ことができたか。
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(4)分 析 と考察

①題材 としての 「脳死 と臓器移植」

大多数の生徒 の連想する死 とは、いわゆる心臓死である。そ こに、脳死 とい う新 しい死の概

念 が提示 された ことに、生徒は知 的好奇心を示 した。

しか し、授業では、医学的な脳死 の条件の説明に終始 して しまった。効果的 に指導 をす るに

は、例 えば ドナーカー ドを保持 して、交通事故死 をした17歳 の女性(脳 死判定の条件が揃 わ

ず に第2回 で判定 を中止)の 例な どをあげ、誰 にで も起 こりうる可能性のある、 よ り身近な問

題 として提示 した方が よか った と考え られ る。

②生徒への質 問と回答

生徒 への質問(表1)の 回答で は、 「脳死」 を認める とした ものが6割 弱 、 「臓器移植 」 を

認め るとしたものが7割 強 であった。(「認める」 と 「やや認 める」 を合わせた数)

矛盾 しているようにも とれ るが、従来の 「心臓死」の概念 を持 っている生徒に とって 「体が

温 かい」状態 を死 と認 める には抵抗感 があ り、 「臓器 が全て停止 した ときが完 全な死」 「体 は

死 んでいな い」 とす る意見が見 られ た。 それ に対 し、 「臓器移植 」を認めるのは、人助 けにな

る良い こととい う思 いが あるのだろ う。「自分は提 供 して もいい」 とい う意見が割合 に多か っ

た。お も しろいのは、 「死 んで いて も臓器 を とられる とち ょっと寂 しい」 「どうせ燃や され る

のだけれ ども何か嫌だ、言葉では説 明で きない」 とい う意見が あった ことである。死 を完全な

消滅 と考える ことには何か割 り切れ ないものを感 じているのだ ろう。

「臓器移植 に同意 した家族 の脳死判定 と臓器移植 を認 める」 に6割 強(「 認める」 と 「やや

認める」 を合わせ た数)が 賛成 した。本人の意思 の尊重 とい うことで もあろうが、家族 の こと

で も 「その人がそ う思 うのな らそれ でいい」 という、 自分 自身の価値判断をす ることな く単 に

本人の意志 を尊重す るというだけの感覚があるのな ら少々気 がか りである。生徒の文章の中に

も、 「その人の考 えで判 断すれ ばいい」 とい うのが散見 され た。

ただ し質問項 目にも検討 を加える余地が あ り、生徒の考 えをよ り正確 に知るため の研究 が必

要である。

(表1)生 徒への質 問 と回答

質 問 認める やや認める やや認めない 認めない 無回答

①脳死を人の死と認めますか 18人 27人 15人 15人 0人

②脳死者からの臓器移植を認めますか 23人 33人 16人 4人 0人

③か りに臓器移植 に同意 して家族が脳死

状態 とな った ら、脳死判定 と臓器移植

を認めますか。

23人 24人 21人 6人 2人

*総 数76人
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③死生観 と臓器移植

学習の導入 として、脳死、臓器移植 と思想、哲学の関連 につ いて取 りあげた。欧米人 と 日本

人の死生観 を取 りあげたが、民族 によって死後 の世界の とらえ方 に違 いがある ことに生徒 は興

味 を示 していた。それ に対 し、デカル ト(物 心二元論)や デ ューイ(プ ラグマテ ィズム)の 思

想 を、脳死や臓器移植 と関連 させなが ら紹介 したが、生徒 の反応 はあま り芳 しくな っかた。死

生観か ら、儒教、仏教やキ リス ト教へ と掘 り下 げるほ うが、生徒 の興味 ・関心 をひ いたか も し

れない。

④ ワー クシー トの活用

学習意欲の低調な生徒は、題材 のお もしろさだ けでは、学習 に集 中できない ことが ある。 ま

た、少 し難 しい課題 を出す とあき らめて しまった り、授業 のポイ ン トがつかめな い ことで意欲

が低下 して しま うことがある。そ こで、教科書や資料集 の重要語句の書き取 りを穴埋 め問題で

実施 した。簡単 にでき、ポイ ン トをつかめるので、基礎的な知識の習得に有効で あった。

ワー ク シー ト

・心拍の停止、呼吸の停止、そして、瞳孔の停止(反 射の停止)の いわゆる 「死の三兆候」(心 臓死)

↓*資 料集にある以上のような文章を見ながら穴埋めをする

・() 、()、 そ して、()(反 射の停止)の いわゆる 「死の三兆候」()

⑤ 判断す る力、表現す る力

脳 死 と臓器移植 につ いては、さまざまな考 えや賛否両論が ある。そ こで、授業の まとめ とし

て、最終的 に生徒それぞれが 自分 の判断で考え を持ち、 自分の考え を論理 的にまとめ、表現で

きる ことをね らった。 自分な りの判断を持つためには、基礎的な知識の理解が必要であ る。授

業では、賛否両論や異なる考 えを公平に伝 えた。また、なぜそのよ うな判 断にな るのか、順 を

追って解説する ことで、論 理的な思考 の仕方が身に付 くように配慮 した。

授 業で は、文 章によ りそ れぞれの考 え方 を表現 させた。賛否それぞれの立場か ら自分の考え

を表現で きていたものが多 かった。

現代 の社会 の風潮 として、社会問題 への無関心 があげ られ る。社会問題 に主体的 に関わ った

り、問題意識 を持つ ことは、社会人の資質 として重要で ある。授業の中でも、知識 を得 ること

に加 えて、判断 力や表現 力も学 力と捉 え、その育成 を して いかな ければな らな い。

授業では生徒 の実態や時 間的な制限か ら、 自分 の考 えを文章で まとめることにして、それを

教員が次の授業で紹介す るのにとどめた。

しか し、真剣な議論をす る ことの少 ない 日頃の生徒の様子 を見る と、デ ィベー トによ り自分

の考えを深めた り、 ロール プ レイによ り相手の立場 に立って ものを考 える経験 も有効 と考 え ら

れる。生徒の実態に合わせて、 このような学習 も考えてみたい。
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展開2現 代社会の授業r医 療技術の進歩と生命倫埋」

1単 元股定の理 由

これまで 「現代社会」等 の授業で 「脳死 と臓器移植」な ど 「生命倫理」 に関わ るテーマを

を取 り上げ、現代社会 に生きる 「人間 としてのあ り方生き方」についての自覚 を問 うてきた。

その中で、例 えば資料 として配布 した 「ドナーカー ド」を手 にした生徒の多 くは、臓器移植

のために 自分 の臓器 を役立 てたい と答 えるが、 「親は どう思 うだろ うか」な ど自分だ けで は

判断で きない と考える者 も少なか らず現れた。それは 「私 の この身体 ・生命 は私 だけのもの

なのか」 とい う疑問 に直面 したためで ある。 この疑問 にしっか りと向き合わせる ことで、今

日間われているさまざまな 「倫 理」 問題への理解 を深め させたいと考 えた。

広辞苑(第5版 ・岩波書 店)に よれ ば 「生命倫理(バ イオエ シ ックス)」 とは、 「古来 、

患者の生命 をゆだね られ る医師 に求め られてきた医の倫理 に、人工授精 ・胎児診 断な ど生殖

への介入 、臓器移植 とそれ に関わ る脳死 問題な ど、医療技術の発達 によ り生 じた新 しい局面

を加えた(後 略)」 概 念であ る。そ こで授業では、いわゆる 「脳死判定基準」な どのガイ ド

ライ ンが定 まっていない、できるだ け最先端の話題 を取 り上 げ、科学 と生命 の関わ りを考察

させる。そ の際、 「倫理」 を永遠不変 のもの と見るのではな く、社会 的合意 の積み上 げによ

る発展的なものととらえさせたい。 また、その 「積み上げ」 の過程では、イ ンフォーム ド ・

コ ンセ ン トや クオ リテ ィー ・オブ ・ライ フなどが重視 されつ つある今 日の流れをふ まえて、

①すべての人を 「生命の主権 者」 として とらえること、②各 自の価値判断や ライ フスタイル

が最大限尊重され ることが不可欠であることを理解 させたい と考える。

2指 導計画

上記テーマを 【第1時 】 「異種移植」の是非 をめ ぐって、

【第2時 】移植医療か ら再生医療へ 、

【第3次 】 「安楽死」 と 「尊厳死」、

【第4時 】人間の生命の尊厳 と 「生命倫理」、という4時 間で単元構成 した。

本単元 の導入 とな る 【第1時(研 究授業)】 は、は じめにVTRの 視聴 によって最新 の医

療 技術(「 異種移植 」)の 一端 に触れ させ た上で、班別 討論の過程で各 自に価値判 断 を行わ

せ、同時に自他の意見 を比較 させ ることで、本テーマ学習の 「動機付 け」とな るようにした。

【第2時 】では、「移植医療」において 「ヒ ト以外の動物 」が ドナー として注 目された り(第

1時 の 「異種移植」)、また 「再生医療」が希 求され ている現状 を学ぶ ことで、 「移植 医療」

の難 しさの背景 を考 えさせ た。その上で 【第3時 】で は、「安楽死」 と 「尊厳死」 をめ ぐる

内外 の事例 を取 り上 げ、 「人間 の生命 の尊厳」 という概念 を理解 させた。 さらに 【第4時 】

では、最近報道 されたその他 の医療技術の話題(※)に 触れ、それ らの是非をめ ぐる対話(生

徒←→教員)を 通 して、価 値判 断基準 としての 「生命倫理」 とは何かの考察 を深めた。

※ 「60才 の 日本人女性 が体外受精で妊娠 ・出産 」朝 日新聞2001年8月7日

「死亡胎児の細胞 を臓器再生の研究 に利用」朝 日新 聞2001年8月5日
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3研 究授業

(1)本 時のね らい

医療技術 の進歩 をめ ぐる最近の話題 の中か ら 「異種移植 」 を取 り上げ、新 しい技術が私 た

ちの社会 に何 を問 うているか を考え させ る。特 に、この新 しい医療技術の安全性 は 「科学的」

に判断する ことができても、人間 に臓器 を移植す るため に豚 を飼 育す ることの是非 は どのよ

うな基準で判断す ることがで きるのか という点につ いて着 目させ、現代社会が直面す る 「生

命倫理」 とは何か の一端 を理解 させる。

また、是非をめ ぐる討論 を通 じて、 自らの考えを表現す ること、他者の考え に触れ て 自ら

の認識 を問い直す姿勢を身につけさせる。

(2)本 時の展開

学習項目 学習活動 指導上の留意点

導 「異種移植」 とよば ①VTRP生 命 生産 工場』(平 成13年 ①視聴前の解説は敢えて

入 れる医療技術 8月NHK放 映)の 一部 を視聴 。 「異 行 わず 、映像 か ら受 け

io 種移植 と呼ばれる医療技術の一端を理 た率直な印象を心 にと

分 解す る。(お よそ7分 間) どめ させ る。

「異種移植」 の是非 ② 「移植 目的の無菌豚飼育」 をどのよ う ② 挙 手 によ り、賛 否 の み

展 をめぐる討論 に感 じたかをワー クシー トに記入す をクラス全体で確認す

る。[コ 匪 工コ る 。

③指名された2～3名 が感想を発表す

開 る。(5分) ③次の討論 につなが る発

※予想される生徒の反応 言に注 目させ る。

「人間が豚 を道具 のように利用す る

よ うで嫌 だ」な ど

30

④ 「人間に臓器を移植するために豚を飼 ④机間指導 しなが ら討論

育す る ことの是非」 というテーマで班 を促 す 。

別 討論 をす る。その際、偶数班 は肯定 「無菌豚 は他 の豚 よ り

分 する立場に、奇数班は否定する立場に 幸 せ」 とい うVTR中

たってその理由をまとめる。(10分) の研究者の発言な どを

國 具体的に取 り上げてい

く 。

⑤偶数班と奇数班の代表者が班でまとめ

た理 由を発表する。→相互 に反論す る。 ⑤ 発表 をよ く聞 き、 そ の

そ の間、各 自は ワー クシー トに論点 を記 要点 をま とめ る よ う指

録 す る。(10分) 示 す る。

圃
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是非の判断基準につ ⑥ 討論 をふ まえ、 「移植 目的 の無菌豚飼

いて 育」 の是非は どのよ うな基準で判断 さ

れ うるか を考 え、 ワー クシー トに記入

す る 。(5分)

画
なぜ 「異種移植 」 と ⑦ 臓器移植における ドナー不足が背景 ⑥脳死患者か らの臓器移

ま いう技術が必要とさ にある ことを理解す る。 植の事例が移植法施行

れ るのか 移植医療の限界から再生医療が希求 後7例 しかな い こ とを

と されている ことを学ぶ。 資料 で紹 介 。(13年

匝 8月16日 現 在)

め 最近の医療技術の進 ⑧ 配布 した新聞報道の資料を読む。

歩に関する報道の事 「60才 女性 の卵子提供治療 による出産」⑦ 資料 は 「見 出 し」 に注

10 例か ら、現代社会 に 「死亡胎児の細胞 か ら臓器再生」 目させ 、 内容 は簡 潔 に

生きる私たちに何が →技術 の利用 にあたっての一定の基準 解説する。

問われているか を理 を模索 していることを確認。

解 す る。 匡命倫理=生 命の尊厳の尊重+社 会の合1⑧ ま とめ を板 書。 私 たち

匿垂國 であることを理解する。 が まさ に 「合意 形成 」

の当事者 で ある こ とを

確認す る。

(3)評 価の観点

① 「異種移植 」の是非 につ いて、 自分 自身の考 えをまとめる ことができたか。

② 討論 を通 じて 自らの考 えを表現 し、 また、他者 の考 えに触 れて 自らの認識 を問い直す姿勢

を もつことができたか。

③ 現代社会が直面す る 「生命倫理」をめ ぐる問題 の複雑 さを理解できたか。

④ 自らが 「社会の合意形成」 の当事者 であることを 自覚で きたか。

(4)分 析と考寮

① これ まで も授業 で 「臓器 移植 」・「遺伝子診 断」・「出生前検診 」・「デザ イナーチ ャイル

ド」な どを題材 に本テー マを取 り上げ、技術 利用を 「肯定す る意見」 と 「否定す る意見」

を紹介 した上で、その是 非をめ ぐる討論や作文な どを行 って きた。そ こでは、討論が進む

うちに、結局 は 「そ の人次第」 と結論づ ける生徒が増 え、「私はイヤだけれ ども、べつ に

そ の人が良けれ ばよい」といった 「相対主義」か ら抜 け出す ことがなかなかできなか った。

今 回題材 に 「異種移植」 を取 り上げる ことで、 「人間 によ る他の動物 の生命利用」 の是非

をめ ぐって 、 「ブタが よけれ ばよい」 といった思考がナ ンセ ンスになる ことで、 「生命倫

理」 について の考察が これまで以上に深 まることを期待 した。

② 導入のVTR資 料で生徒の関心 を最 もひいたのは、母豚か ら帝王切開で取 りあげ られた

子豚 を無菌状態 にす るため に、ヨー ドチ ンキ液の 中に頭か らくぐらせた場面である。 ショ
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ッキ ングな映像は生徒 の関心 をひ くという点 で導入資料 として効果的だが、今回 も 「かわ

いそ う」な ど、情緒的な反応 に多 く結びついて しまった。 しか し、 「新 聞記事 は読む気 が

しない」 「読めない」 とい う生徒が多 く、活字資料で はなか なか有効 に活用 できないのが

現実であ り、映像資料の持つ 力は大 きい。ただ、 こうした映像 資料であって も、集 中 して

視聴できる時間には限 りがあ り、適切な使用が不可欠である。

③VTRの 視聴後、 自分の感想 をワークシー トに記入 させ([薩 互コ)た が 、事前 に

設定 した設問か ら、VTR中 の飼育担当科学者の 「無菌室 で飼育 されるブタは他 の養殖 ブ

タよ り幸せです」 という言葉 をどのよ うに思 うか とい う設問に急遽変更 した。事前 に設定

した設問 に対す る生徒 の反応か ら、 「ひ どい」 「かわ いそ う」 といった漠然 とした感想 し

か出て こない と考 えたための変更であった。 しか し結果 としては、生徒 自身か ら 「この言

葉に関心 を寄せ た」 という感想を引き出 したほ うが、その後 の討論 もよ り活性化 した と思

われ る。与え られた設問に取 り組むだけでな く、問題点 を見 いだ し、課題 を設定で きる力

の育成が今後 の課題である。

④[=璽 コ において、班毎に肯定 ・否定の立場を割 り当てたが、これは自分の意見は

なかなか 口に出して表現で きないが、立場 を指定す る と比較的発言が増え るためである。

自他 の意見 を比較 させ る ことで、 自分 の意見 を一度相対化 させ ることがね らいだが、本時

では十分な討論の時間が確保でなかった。そのために、[硬=コ も不十分となった。

⑤[璽 コにおいて、否定意見として 「利用される動物の意思に反するか ら」という意

見が 出された。 この時授業者 は、人間の立場のみの是非論 を超 える 「大事な発想」である

趣 旨の取 り上 げ方 をした。 しか し、 この点 については、人間は 「肉食や皮革の利用な どで

動物 の命をいただいている」 ことを しっか りと押 さえることが必要であった。食肉のため

に飼育する ことと、 ドナー と して飼育す ることの根本的な違 いをしっか り見つめさせ る場

面 とな ったはずである。 また、 「生き物を殺す こと(命 を奪 うこと)の 意 味」、動物は 「他

の生 き物の命の上」 にその命 を成 り立たせていることな どへの再認識が 「生命倫理」 の学

習の際 には不可欠であることに気づか された。

ワー ク シ ー トの 「設 問 」

[璽 藍工コ価値判断
VTRか ら、 「移植 目的の無菌豚飼育」 をどのように感 じたか。率直な感想を書 きなさい

[璽 コ 自他の意見の比較
「無菌 ブタは普通のブタよ り幸せか」 というテーマで班別討論 をする。その際、偶数班 は

肯定する立場に、奇数班は否定す る立場 にたってその理 由をまとめな さい。

[璽 コ他者の立場理解

対立意見 の班の主張 をまとめな さい。

[塵 コ 自分の意見形成

討論 をふ まえ、 「移植 目的の無菌豚飼育」 の是 非を考 える とき、科学的な安 全性 以外 に

どのような基準で判断す る ことが必要だ と思 いますか。
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lllま とめ

新学習指導要領で重視 している 「課題 を設定 し追究す る学習」について、「生命倫理」 という課

題 を設定 して、医療技術の進歩 と生命倫理観に迫 ることを目標 とした。

「学習の過程で考えたことや学習の成果 を適 切に表現」させるために自己の課題 とつなげる姿勢

や自 らの生き方 を主体的に決定 できる能力を育成する学習内容 と方法 を開発 し、さ らに、 自分の

考えを論理的にまとめ、表現できることをね らった。

「生きる主体 としての自己形成」を図るという点を重点化 し、生徒 自らが主体的に探求 し自己形

成を図るという観点が新学習指導要領では顕著 に重視 されている。

自己の課題 とつなげた り、主体的に考察させるために、課題(問 題点)を 見つ けられない生徒

にどう対応 して いくか。議論を重ねた点である。

「問題場面」 を用意す る方法 を採 り、生徒が問題や課題 を感 じられる場面を、時間 をか けて用意

する必要があった。

① 初期段階 … 生徒自らのこれまでの生活体験か ら課題 のイメージを引き出 し、それ に基

づいた思考 を導 く。

② 教員側か らの問題場面提起 … 事実 ・事象との対決を通 じて、 自らのイメージを修正 ・

発展す ることができるよ うに導 く。

③ 課題のまとめ … 最終的なまとめを教員が一方的 にお しつけることな く、課題 の是非をめ

ぐる討論 を通 じて、自 らのイ メージと言葉 によって結果 をまとめ 、他

者 の考 えに触れて 自らの認識を問い直す姿勢を身につけさせ る。

上記の構成を念頭 に、生徒の主体的な学習を促す指導計画を作成 し、研究授業 ・検証授業を実

施した。

脳死は人の死か どうかが臓器移植 とのか らみで社会 問題 にな り、それ を契機 に 「死」が正面か

ら語 られ るようになってきた。いま、「死」の意味が大 きく変わろうとして いる。

人間 らしい 「生」 とは何か、 「死」とは何かを問い直 し、尊厳死、臓器移植、 さらには異種移植

の是非について生徒 自らの考えを引き出す ことができた。

また、 これ らの問題につ いて、生命の価値、生と死 といった問題 として 自分 自身 と引きつけて

考え させ ることを常 に念頭 に置いた。そ して、人間の生命を自然の生態系の中で捉えさせ、人間

以外の生命 と人間 との相互依存関係を気づかせ、全ての生命体 との調和的な共存関係の重要 さの

理解 を促進させ、諸課題 の本質や問題点 を捉 え、課題の追究 を通 して、望ま しい解決の在 り方 に

っいて様々な観点か ら考察 させることに一定の成果 を得 ることがで きた。

研究授業にお いては課題 プリン ト(ワ ー クシー ト)を 活用 した。授業はこの ワー クシー トの発

表 を中心に進め られた。生徒の思考 を進める際、基礎的な知識の習得に有効であった。

さらに、アンケー ト調査を実施し、さまざまな考 えや賛否両論があることを提示 した。

学び方の習得を図るという観点か らも 「統計などの資料の見方やその意味」「追究 した結果 のま
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とめ方」について一定の成果 が得 られた。

しか し、生徒 自らの考 えを引き出すために、 自分の考えを文章でま とめ、それを次回の授業で

発表することに止 まった点が研究授業の課題 として残 された。

検証授業は この点 を踏まえ、課題の是非を班別 に議論す る時間を設定 した。機械的 に、肯定す

る立場の班 と否定す る立場の班に割 り振 られた生徒は、生徒 自身が情報 を分析 し成果 を発表する

等、関心、意欲、態度の評価を実施す ることにより、自分 自身、他者 の良さを多面的 に理解 させ

る実践例 となった。

現代の特質と倫理的課題 につ いて、 自らの生き方 につながるような学び方を通 して思想 を深め,

生きる主体 としての豊かな 自己形成を図れるようにする ことを重視 した授業研究 を行 った。

思想史 を離れてテーマ的 に現代の諸課題 を考えさせ、必要があれば、思想家の思想を援用す る

ことにした。

課題追究学習は生徒に任せき りにするのではな く、課題設定か ら始まるそれぞれの過程つま り

① 課題の発見 ② 資料の収集 とその活用 ③ 課題の追究 ④ 課題 のまとめ と発展

の各段階で生徒の問題意識 を高め、生徒 自らの課題追究の見通 しを持たせ、主体的な学習 を進め

ることができるような適切な指導 を必要 として いる。

そのためには生徒 の発想力、洞察力、思考力、表現力な ど、育成 したい生徒の能力は多岐にわ

たる。生徒が今 まで持 っていた 「見方や考え方」では捉えることはできないものに出会ったとき、

それは分か りたい解決 したい課題 となった。そ こで、課題解決のために様 々な情報、資料あるい

は他者の考え方 を用 いて課題を追究 し、解決す ることに役立つ理論や考 え方を用いて考え方を自

ず と取 り入れ、結果 として視点を広げ、深めることができた。

評価 に際 して、 「学習の過程 で考 えた ことや学習の成果 を適切 に表現 させ る」 ことを重視 した。

どのような根拠で どんな結論 を導き出したのか。学習 によって得 られた結論 とその結論 を導き

出 した課程を具体的、論理的 に第三者にわか りやす く説明 しあるいは文章 に示す課程で、適切に

表現させることによって明 らか になる。

さらに生徒の意欲 ・関心 ・態度な どの学習の プロセス を重視す る多面的な評価方法 、生徒の意

欲 と能力を高める評価 のあ り方 について継続 して研究する ことが課題である。
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